
1. トマトのヘタを取り、くし形切りにする。
2. 卵をボウルに割り入れてほぐし、ゆでた枝豆、辛子明太子、
水（分量外）で溶いた片栗粉を入れて混ぜる。

3. フライパンにバターを熱し、トマトの両面に軽く火を通す。ト
マトは仕上げに使うので、一旦フライパンから取り出しておく。

4. フライパンに卵液を流し入れ、大きくかきまぜながら中火で
焼く。

5. 卵が半熟になったら、フタを開けてトマトを並べてのせ、皿
にうつす。

6. 仕上げに黒コショウをふり、イタリアンパセリをのせたら、
完成！！

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

晴
れ
び
と
！

家
族
で
移
住
し
て
ト
マ
ト
栽
培

ス
マ
ー
ト
農
業
も
導
入
で
10
㌃
あ
た
り
11
㌧
を

h a r e  b a r e
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トマオムめんたい
[ 材 料／２人分 ]

[つくりかた ]

■鬼退治桃太郎トマト… 1個
■卵…………………… 2個
■辛子明太子………… 50g
■ゆでた枝豆…………適量

■片栗粉……………小さじ1
■バター……………… 20g
■黒コショウ……………適量
■イタリアンパセリ……適量

1. トマトのヘタを取り、粗めに切る。
2. 鍋に、①と米みそ・おろしニンニクを加え、ひと
煮立ちさせる。

3. お好みの野菜や、ゆでた豚肉にかけたら、完成！！
※豆腐などどんな料理にでも合う万能だれです！

トマトみそだれ
[ 材 料／２人分 ]

[つくりかた ]

■鬼退治桃太郎トマト………………… 2個
■米みそ……………………………大さじ2
■おろしニンニク……………………小さじ1
具材（お好みで）
□豚肉の薄切り………………… 240gほど
□鬼退治桃太郎トマト………………… 1個
□レタス……………………………２～３枚
□キュウリ……………………………… 1本 

特 

集

　田
ん
ぼ
が
紡
ぐ 

私
た
ち
の「
い
の
ち
」

びほくトマト部会女性部  嶋池 千栄子さん（左）・白石 舞依さん
しまいけ ちえこ しらいし まい

びほく天空の実り®

鬼退治桃太郎トマトで！



Contents
2021 vol.18
10月号

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

晴
れ
ば
れ
特
産
品

晴
れ
び
と
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特
集

直
売
所
名
物
を
食
べ
よ
う

家
庭
菜
園

晴
れ
ば
れ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
ル 

地
域
を
元
気
に
！

未
来
を
拓
く
協
同
組
合
／
あ
ぜ
み
ち
川
柳

J
A
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
信

い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
得
情
報

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

ト
マ
オ
ム
め
ん
た
い
　
ほ
か

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹

び
ほ
く
ト
マ
ト
部
会

安
東 

拓
哉 

さ
ん

田
ん
ぼ
が
紡
ぐ
私
た
ち
の「
い
の
ち
」

推
し
名
物
ま
つ
り
！

第
６
回「
百
菜
市
場
和
気
店
」／
和
気
町

桃
太
郎
ト
マ
ト
の
鬼
退
治
定
食

在
来
線
で
貨
客
混
載 

農
産
物
を
駅
ナ
カ
で

 

 

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

シ
ュ
ン
ギ
ク

「
び
ほ
く
天
空
の
実
り
®

鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」

び
ほ
く
ト
マ
ト
部
会

245610121418202224

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
高
梁
市
川
上
町
上
大
竹

昼
夜
の
寒
暖
差
が
生
み
出
す

　
雲
海
と
極
上
食
材

梁
市
は
県
中
西
部
に
位
置
し
、
広
島
県

神
石
高
原
町
と
境
を
接
し
ま
す
。
山
田

方
谷
を
輩
出
し
た
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
中
心

部
は
日
本
一
の
山
城
と
し
て
知
ら
れ
る
名
城「
備

中
松
山
城
」の
城
下
町
の
面
影
を
今
に
残
し
ま
す
。

　
標
高
３
５
０
〜
５
０
０
㍍
前
後
の
山
々
が
連

な
る
盆
地
で
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
雲
海
の
町
。

雲
海
は
９
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
明
け
方
か
ら

午
前
８
時
頃
に
発
生
し
、
特
に
10
月
下
旬
〜
12

月
上
旬
の
早
朝
に
は
濃
い
朝
霧
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
雲
海
と「
備
中
松
山
城
」が
織
り
な
す

風
景
は
、
自
然
の
力
で
し
か
成
し
得
な
い
、
ま
さ

に
幻
想
郷
。
一
目
見
た
人
か
ら
思
わ
ず
感
嘆
の
声

が
漏
れ
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
、
県
内
外
を
問
わ
ず

多
く
の
人
が
そ
の
光
景
に
魅
せ
ら
れ
同
地
を
訪
れ

ま
す
。

　
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て
発
生
す
る
雲
海
は
、

お
い
し
く
上
質
な
食
材
を
育
み
ま
す
。
と
り
わ
け

特
産
の
夏
秋
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ
は
、
そ
の
気
候
を

活
か
し
た
栽
培
が
盛
ん
で
、
県
内
ト
ッ
プ
の
産
地

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
同
市
川
上
町
は
、
畑
地
か
ん
が
い

設
備
が
古
く
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
畑
作
が

盛
ん
で
、
白
菜
の
県
内
屈
指
の
産
地
で
し
た
。
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
気
候
風
土
を
活
か
し
た
夏

秋
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ
栽
培
に
転
換
。
今
で
は
、
山

の
中
腹
に
ブ
ド
ウ
棚
や
夏
秋
ト
マ
ト
の
無
加
温
ハ

ウ
ス
が
広
が
り
ま
す
。

　
撮
影
に
訪
れ
た
上
大
竹
地
区
も
、
北
西
に
雲

海
で
有
名
な
弥
高
山（
標
高
６
５
４
㍍
）を
有
し
、

昼
夜
の
寒
暖
差
と
石
灰
岩
地
帯
に
よ
る
程
よ
い

水
は
け
の
よ
さ
で
、
甘
味
と
旨
味
が
ぐ
ん
ぐ
ん
増

し
た
、
お
い
し
い
夏
秋
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
畑
作
が
盛
ん
な
同
町
で
す
が
、
約
12
万
冊
を

所
蔵
す
る「
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
」

は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
、
毎
年
８
月
に
は
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
ま

つ
り
で
賑
わ
う
マ
ン
ガ
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

高

高梁市川上町上大竹

や
ま
だ

ほ
う
こ
く

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン
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ほ
く
統
括
本
部
管
内
で
産
地
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待
が
か

か
る
の
が
、
高
梁
市
川
上
町
の
安
東
拓

哉
さ
ん（
22
）。
両
親
と
と
も
に
県
南
か

ら
移
住
し
、
今
年
の
春
に
就
農
。
今
季

は
約
４
２
０
０
本
を
植
え
つ
け
。
７
月
初

旬
に
初
出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
、
部
会
目
標
に

掲
げ
る
10
㌃
あ
た
り
11
㌧
の
収
穫
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
高
校
時
代
に
ト
マ
ト
栽
培
に
魅

力
を
感
じ
、
農
業
大
学
校
で
ト
マ
ト
を

専
攻
。
産
地
の
あ
る
同
統
括
本
部
管
内

で
就
農
し
た
い
と
卒
業
を
機
に
移
住
し
ま

し
た
。
両
親
も
応
援
し
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

が
行
う
ト
マ
ト
ス
ク
ー
ル
に
親
子
で
参
加

し
て
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
遊
休
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
目
標
の
20
㌃

で
栽
培
開
始
。
実
務
研
修
で
は
、
び
ほ

く
ト
マ
ト
部
会
部
会
長
を
務
め
る
藤
井

包
温
さ
ん
の
も
と
で
実
践
と
経
験
を
積

ん
で
き
ま
し
た
。
藤
井
部
会
長
は「
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
、
栽
培
技
術
を
よ
り
一

層
高
め
、名
実
と
も
に
自
立
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
情
報
収
集
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
巡
ら
せ
、

最
新
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業
の

効
率
化
や
労
力
軽
減
に
も
取
り
組
み
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
で
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
・
湿
度
・
日
射
量
を
測
定
。
ハ
ウ

ス
に
行
か
な
く
て
も
換
気
な
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
判
断
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
最

新
型
の
走
行
式
動
力
散
布
機
を
導
入
し
、

従
来
の
背
負
型
動
力
散
布
機
に
比
べ
的

確
な
防
除
と
労
力
軽
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
安
東
さ
ん
は「
部
会
目
標
を
ク
リ

ア
し
自
信
を
積
み
重
ね
、
将
来
は
研
修

生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
家
に

な
り
た
い
」と
、
11
月
末
ま
で
1
玉
で
も

多
く
出
荷
し
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
食
品
ロ
ス
軽
減
や
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）に
も
つ
な

が
る
と
し
て
、
規
格
外
品
を
活
用
し
た

紙
の
開
発
な
ど
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

び

ふ
じ
い

か
ね
は
る

ハウス内の温度・湿度・日射量を測定できるスマート
機器は安東さんの強い味方だ

びほくトマト部会　安東 拓哉さん（22）

あんどう たくや

晴れびと！
びほく統括本部

ほ
く
ト
マ
ト
部
会
は
、
夏
に
は
み

ず
み
ず
し
く
、
秋
に
は
程
よ
い
酸

味
の
中
に
も
甘
味
を
感
じ
ら
れ
る
ト
マ
ト

を
作
っ
て
い
ま
す
。「〝
や
り
が
い
〞
と
〝
ゆ

と
り
あ
る
〞
う
め
ぇ
ト
マ
ト
づ
く
り
」
を

合
言
葉
に
、
今
年
度
は
１
２
６
０
㌧
・
４

億
5
千
万
円
の
販
売
を
見
込
み
ま
す
。

　
収
穫
量
増
加
と
食
味
を
追
求
し
、
出

回
り
が
減
る
9
〜
10
月
の
収
穫
量
を
増

や
す
た
め
夏
場
の
樹
勢
を
見
極
め
、
適

度
に
摘
花
・
摘
果
。
夜
温
が
下
が
る
10

月
以
降
は
、
か
ん
水
量
を
減
ら
す
こ
と

で
糖
度
を
高
め
て
品
質
向
上
を
目
指
し

ま
す
。「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
栽
培
」
と
称
す
る

こ
の
栽
培
は
、
盆
時
期
に
休
み
が
な
い
と

さ
れ
が
ち
な
ト
マ
ト
農
家
に
〝
ゆ
と
り
〞

を
も
た
ら
し
、
単
価
高
が
狙
え
る
10
月

以
降
の
収
穫
量
増
加
に
よ
り〝
や
り
が
い
〞

を
も
た
ら
す
集
約
的
省
力
栽
培
体
系
で

す
。
消
費
者
も
、
中
山
間
地
特
有
の
昼

夜
の
寒
暖
差
と
か
ん
水
抑
制
に
よ
り
、

甘
さ
が
増
し
た
一
番
お
い
し
い
〝
う
め
ぇ
ト

マ
ト
〞
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
流
通
面
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
化
（
低
温
流
通
体
系
）
を

進
め
、
予
冷
設
備
の
あ
る
保
管
庫
や
ト

ラ
ッ
ク
を
使
い
、
産
地
か
ら
店
頭
ま
で
収

穫
時
の
鮮
度
を
保
ち
ま
す
。
２
０
１
９

年
度
に
選
果
場
の
空
調
設
備
を
強
化
し
、

さ
ら
な
る
棚
も
ち
の
よ
さ
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
半
世
紀
以
上
続
く
県
内
ト
ッ
プ
産
地

と
し
て
栽
培
技
術
の
み
な
ら
ず
、
販
売

力
強
化
に
向
け
、
行
政
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
着

手
。「
桃
太
郎
＝
岡
山
県
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
活
用
し
、「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
を
食

べ
て
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、「
び

ほ
く
天
空
の
実
り
® 

鬼
退
治 

桃
太
郎
ト

マ
ト
」
と
命
名
。
積
極
的
な
メ
デ
ィ
ア
対

応
の
ほ
か
、
観
光
客
向
け
へ
の
P
R
活
動

な
ど
を
通
じ
て
認
知
度
向
上
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

び

びほく統括本部

びほくトマト部会 （生産者７４人・12haで栽培）

び
ほ
く
天
空
の
実
り
Ⓡ

鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト

今
月
の
特
産
品

「やりがい」と「ゆとりある」うめぇトマトづくりを

キラリと光る特色ある産地へ

家族で移住してトマト栽培
スマート農業も導入で10aあたり11tを

栽
培
が
難
し
い
と
さ
れ
る
が
、
食
味

に
こ
だ
わ
っ
て
部
会
が
作
り
続
け
る

「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」

桃太郎を連想する鬼退治、桃太郎のように鬼を追い払い、
元気で健康になってもらいたいと命名
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ほ
く
統
括
本
部
管
内
で
産
地
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待
が
か

か
る
の
が
、
高
梁
市
川
上
町
の
安
東
拓

哉
さ
ん（
22
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０
０
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収
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。
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。
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Ａ
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。
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よ
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。
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収
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湿
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。
ハ
ウ

ス
に
行
か
な
く
て
も
換
気
な
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
判
断
で
き
ま
す
。
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れ
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。
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Ｓ
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が
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ら
れ
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と
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２
６
０
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４
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が
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で
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有
の
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に
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し
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を
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う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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通
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で
は
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に
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け
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低
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を
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め
、
予
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の
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使
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、
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地
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収
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の
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も
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の
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。
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内
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プ
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と
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て
栽
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技
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の
み
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ず
、
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力
強
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に
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け
、
行
政
な
ど
関
係
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関

と
連
携
し
て
マ
ー
ケ
テ
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グ
事
業
に
着

手
。「
桃
太
郎
＝
岡
山
県
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
活
用
し
、「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
を
食

べ
て
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、「
び

ほ
く
天
空
の
実
り
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鬼
退
治 

桃
太
郎
ト

マ
ト
」
と
命
名
。
積
極
的
な
メ
デ
ィ
ア
対

応
の
ほ
か
、
観
光
客
向
け
へ
の
P
R
活
動

な
ど
を
通
じ
て
認
知
度
向
上
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

び

びほく統括本部

びほくトマト部会 （生産者７４人・12haで栽培）

び
ほ
く
天
空
の
実
り
Ⓡ

鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト

今
月
の
特
産
品

「やりがい」と「ゆとりある」うめぇトマトづくりを

キラリと光る特色ある産地へ

家族で移住してトマト栽培
スマート農業も導入で10aあたり11tを

栽
培
が
難
し
い
と
さ
れ
る
が
、
食
味

に
こ
だ
わ
っ
て
部
会
が
作
り
続
け
る

「
鬼
退
治
桃
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」

桃太郎を連想する鬼退治、桃太郎のように鬼を追い払い、
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田んぼの多面的機能のイメージ田んぼの多面的機能のイメージ

　当
J
A
は
、
農
業
振
興
で
地

域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
J
A
を

目
指
し
、
農
業
経
営
事
業
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
J
A
が
引
き

受
け
る
水
田
の
地
域
を
拡
大
。

今
年
度
は
子
会
社
の
運
営
を

J
A
が
受
け
継
ぎ
、
倉
敷
市
と

新
見
市
で
、
約
45
㌶
の
米
の
生

産
・
加
工
・
販
売
を
担
い
、
耕

作
放
棄
地
の
防
止
や
地
域
農
業

の
維
持
に
貢
献
し
ま
す
。

　
倉
敷
市
で
は
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人

の（
株
）岡
山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

の
事
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
岡

山
西
統
括
本
部
の
く
ら
し
き
東
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
実
施
部
署
と
職

員
５
人
を
配
置
。
20
㌶
で
水
稲

の
晩
生
品
種「
ア
ケ
ボ
ノ
」を
栽
培
。

交
付
金
活
用
に
よ
る
飼
料
用
米

生
産
の
ほ
か
、
直
播
栽
培
や
ド

ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）に
よ

る
病
害
虫
の
防
除
な
ど
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
で
生
産
の
効
率
化

や
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
ま
す
。

　
８
月
初
旬
に
は
倉
敷
市
内
の
受

託
水
田
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
施
肥

や
防
除
の
空
中
か
ら
の
作
業
を
演

習
し
ま
し
た
。
慣
行
の
防
除
は
、

乗
用
管
理
機
で
稲
を
ま
た
い
で
液
剤

を
散
布
。
ほ
場
が
各
所
に
2
0
0

枚
以
上
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
機

械
の
回
送
か
ら
散
布
に
か
か
る
時

間
短
縮
が
課
題
で
し
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
20
㌶
の

防
除
作
業
を
半
分
の
４
日
間
に
短

縮
で
き
る
見
込
み
で
す
。
担
当
者

は「
い
も
ち
病
や
紋
枯
病
・
ウ
ン
カ

類
を
適
期
に
防
除
し
、
品
質
と
収

量
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」と
期
待

を
か
け
て
い
ま
す
。

　
石
我
均
組
合
長
は「
農
業
経
営

を
事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
地

域
と
と
も
に
農
業
を
守
っ
て
い
く

Ｊ
Ａ
の
姿
勢
を
示
し
た
。
組
合
員

が
安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
」

と
展
望
し
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
田
ん
ぼ
。
実
り

の
秋
を
迎
え
、
県
中
北
部
を
中
心
に
、
稲

を
刈
る
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
連
日
鳴
り
響

い
て
い
ま
す
。
耕
作
地
ば
か
り
の
よ
う
で

す
が
、
近
年
は
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な
ど
で
作
付

け
を
や
め
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
県
の
水
田
農

業
振
興
方
針
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
0
年
ま
で
の
10
年

間
で
農
業
従
事
者
は
約
4
割
減
、
平
均
年
齢
は
71・5

歳
と
0.8
歳
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　田
ん
ぼ
は
、
私
た
ち
の
命
を
つ
な
い
で
く
れ
る
大
切

な
役
割
を
担
う
上
、
地
産
地
消
や

国
消
国
産（
国
内
で
消
費
す
る
食

料
は
国
内
で
作
る
）、
食
料
自
給

率
の
拡
大
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。
米
や
麦
・
大
豆
な
ど
の
食

料
供
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、治
水
、

環
境
・
景
観
保
全
、
学
習
の
場
な

ど
多
面
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
実
現

に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
な
が
ら
、

田
ん
ぼ
の
重
要
性
を
お
伝
え
し
ま
す
。

清らかな水源とともに豊かな生命が息づく。
ＪＡもラジコンヘリによる防除などで地域農業を守る

つ
む
つ
む

・農林水産省　農業・農村の有する多面的機能、荒廃農地の発生・解消状況に関する調査結果等。
・岡山県　2020年農林業センサス結果概要（2020年 11月27日発表）
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●洪水を防ぐ ●土砂崩れを防ぐ

●土が流れ出すのを防ぐ

●地下水となり、川の流れを安定させる

●水をきれいにする ●有機物を分解する

●暑さを和らげる ●大気をきれいにする

●窒素やリンなどが過剰に集まることを防ぐ

●食料を作る ●生き物を育てる

●防災、避難用地としての活用

●日本の原風景の維持 など

農水省の調査データによれば、
県内荒廃農地は2019年では
約1.1万haに及びます。一方で、
県発表の農林業センサスによる
と、農業経営体は減少している
ものの、団体経営体や借入耕
地面積の増加で、一つの経営
体あたりの経営農地面積は
1.3haと、5年前に比べ0.2ha
増加。結果として右のグラフが
示すように、荒廃農地面積は横
ばいで推移しています。

岡山県　荒廃農地面積の推移

2008 2011 2015 2019
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田んぼの多面的機能のイメージ田んぼの多面的機能のイメージ

　当
J
A
は
、
農
業
振
興
で
地

域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
J
A
を

目
指
し
、
農
業
経
営
事
業
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
J
A
が
引
き

受
け
る
水
田
の
地
域
を
拡
大
。

今
年
度
は
子
会
社
の
運
営
を

J
A
が
受
け
継
ぎ
、
倉
敷
市
と

新
見
市
で
、
約
45
㌶
の
米
の
生

産
・
加
工
・
販
売
を
担
い
、
耕

作
放
棄
地
の
防
止
や
地
域
農
業

の
維
持
に
貢
献
し
ま
す
。

　
倉
敷
市
で
は
Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人

の（
株
）岡
山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

の
事
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
岡

山
西
統
括
本
部
の
く
ら
し
き
東
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
実
施
部
署
と
職

員
５
人
を
配
置
。
20
㌶
で
水
稲

の
晩
生
品
種「
ア
ケ
ボ
ノ
」を
栽
培
。

交
付
金
活
用
に
よ
る
飼
料
用
米

生
産
の
ほ
か
、
直
播
栽
培
や
ド

ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）に
よ

る
病
害
虫
の
防
除
な
ど
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
で
生
産
の
効
率
化

や
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
ま
す
。

　
８
月
初
旬
に
は
倉
敷
市
内
の
受

託
水
田
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
施
肥

や
防
除
の
空
中
か
ら
の
作
業
を
演

習
し
ま
し
た
。
慣
行
の
防
除
は
、

乗
用
管
理
機
で
稲
を
ま
た
い
で
液
剤

を
散
布
。
ほ
場
が
各
所
に
2
0
0

枚
以
上
に
分
散
し
て
い
る
た
め
、
機

械
の
回
送
か
ら
散
布
に
か
か
る
時

間
短
縮
が
課
題
で
し
た
。
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
20
㌶
の

防
除
作
業
を
半
分
の
４
日
間
に
短

縮
で
き
る
見
込
み
で
す
。
担
当
者

は「
い
も
ち
病
や
紋
枯
病
・
ウ
ン
カ

類
を
適
期
に
防
除
し
、
品
質
と
収

量
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」と
期
待

を
か
け
て
い
ま
す
。

　
石
我
均
組
合
長
は「
農
業
経
営

を
事
業
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
地

域
と
と
も
に
農
業
を
守
っ
て
い
く

Ｊ
Ａ
の
姿
勢
を
示
し
た
。
組
合
員

が
安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
」

と
展
望
し
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
田
ん
ぼ
。
実
り

の
秋
を
迎
え
、
県
中
北
部
を
中
心
に
、
稲

を
刈
る
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
連
日
鳴
り
響

い
て
い
ま
す
。
耕
作
地
ば
か
り
の
よ
う
で

す
が
、
近
年
は
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な
ど
で
作
付

け
を
や
め
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
県
の
水
田
農

業
振
興
方
針
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
0
年
ま
で
の
10
年

間
で
農
業
従
事
者
は
約
4
割
減
、
平
均
年
齢
は
71・5

歳
と
0.8
歳
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　田
ん
ぼ
は
、
私
た
ち
の
命
を
つ
な
い
で
く
れ
る
大
切

な
役
割
を
担
う
上
、
地
産
地
消
や

国
消
国
産（
国
内
で
消
費
す
る
食

料
は
国
内
で
作
る
）、
食
料
自
給

率
の
拡
大
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在

で
す
。
米
や
麦
・
大
豆
な
ど
の
食

料
供
給
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、治
水
、

環
境
・
景
観
保
全
、
学
習
の
場
な

ど
多
面
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
実
現

に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
な
が
ら
、

田
ん
ぼ
の
重
要
性
を
お
伝
え
し
ま
す
。

清らかな水源とともに豊かな生命が息づく。
ＪＡもラジコンヘリによる防除などで地域農業を守る

つ
む
つ
む

・農林水産省　農業・農村の有する多面的機能、荒廃農地の発生・解消状況に関する調査結果等。
・岡山県　2020年農林業センサス結果概要（2020年 11月27日発表）

【参考】

田んぼの多面的機能田んぼの多面的機能

Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
事
業

Ｊ
Ａ
の
農
業
経
営
事
業

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
で

生
産
効
率
化・コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
で

生
産
効
率
化・コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

組
合
員
の
負
託
に
応
え  

水
田
45
㌶
請
け
負
う

組
合
員
の
負
託
に
応
え  

水
田
45
㌶
請
け
負
う

●洪水を防ぐ ●土砂崩れを防ぐ

●土が流れ出すのを防ぐ

●地下水となり、川の流れを安定させる

●水をきれいにする ●有機物を分解する

●暑さを和らげる ●大気をきれいにする

●窒素やリンなどが過剰に集まることを防ぐ

●食料を作る ●生き物を育てる

●防災、避難用地としての活用

●日本の原風景の維持 など

農水省の調査データによれば、
県内荒廃農地は2019年では
約1.1万haに及びます。一方で、
県発表の農林業センサスによる
と、農業経営体は減少している
ものの、団体経営体や借入耕
地面積の増加で、一つの経営
体あたりの経営農地面積は
1.3haと、5年前に比べ0.2ha
増加。結果として右のグラフが
示すように、荒廃農地面積は横
ばいで推移しています。

岡山県　荒廃農地面積の推移

2008 2011 2015 2019
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勝
英
担
い
手
部
会
で
、
女
性
農
業
者
の
東
内
ま

ど
か
さ
ん
が
ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
美
作
地
区
を

中
心
に
26
㌶
を
受
託
す
る
東
内
フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

の
若
手
役
員
で
、
今
夏
か
ら
防
除
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
な
が
ら
慣
れ
た
手
つ
き
で
機
体
を
操
る

姿
に
近
所
の
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
動
力
噴
霧
機
の
重
い
ホ
ー
ス
を
引
っ

張
っ
て
3
人
掛
か
り
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
重
労

働
の
上
、
子
育
て
中
の
ま
ど
か
さ
ん
は
農
繁
期
に

手
伝
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
同
社
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
高
齢
化
や
労
力
不
足
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
軽
労
化
や
人
員
の
軽
減
の
効
果
が
見
込
め
る
と

判
断
。
水
稲
と
大
豆
の
防
除
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

を
始
め
ま
し
た
。メ
ー
カ
ー
の
提
案
や
Ｊ
Ａ
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
導
入
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　
運
用
は
、
ま
ど
か
さ
ん
を
中
心
に
切
り
盛
り
し

ま
す
。
ほ
場
の
場
所
や
面
積
を
地
図
に
書
き
込

み
、
機
体
の
回
送
や
人
員
の
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
な
ど
の
作
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
自
ら
も
午
前
5
時
か
ら
出
動
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
片
手
に
航
空
経
路
の
入
力
や
設
定
な
ど
慣
れ

た
手
つ
き
で
こ
な
し
ま
す
。
行
政
の
届
け
出
や
報

告
書
な
ど
の
手
続
き
も
一
手
に
引
き
受
け
ま
す
。

　
近
所
か
ら
評
判
に
な
り
、
新
た
に
20
戸
か
ら
作

業
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
一
斉
防
除
で
地
区
全
体

の
米
の
品
質
向
上
に
も
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
代
表
を
務
め
る
母
の
明
美
さ
ん
は「
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
っ
て
か
ら
や
る
気
に
な
っ
た
」と
目
を
細
め
ま

す
。
娘
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
一
方
、「
地
域
で

協
力
し
て
農
地
を
守
れ
る
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
お
い
し
い
お
米
を
届
け
た
い
。
そ
れ
が
生
産
者

の
使
命
」と
、
培
っ
て
き
た
経
験
と
デ
ー
タ
を
駆
使

し
な
が
ら
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
す
る
の

が
赤
磐
市
の
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
安
井
で
す
。
代

表
取
締
役
の
安
井
正
さ
ん
を
筆
頭
に
、
農
繁
期
に

は
14
人
で
飼
料
用
米
を
含
む
水
稲
35
㌶
・
麦
８

㌶
・
大
豆
２
㌶
を
管
理
し
、
地
域
農
業
を
守
っ
て

い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
く
徹
底
し
た
管
理
体
制
を
導
入

し
た
の
は
７
年
前
。
水
田
特
性
を
数
値
化
し
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
、
収
量
と
食
味
値
を
確
保
で
き

る
ほ
場
を
見
極
め
、
他
の
ほ
場
の
模
範
と
し
ま
し
た
。

模
範
ほ
場
を
例
に
肥
料
増
減
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
と
、
収
量
・
食
味
値
の
ば
ら
つ
き
が
改
善
さ
れ
、

結
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
、「
赤

磐
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

行
政
や
大
学
、
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
な

ど
と
と
も
に
参
画
。
食
味
・
収
量
セ

ン
サ
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
、
ほ
場
水
管
理

シ
ス
テ
ム
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
農
業
機
械

は
も
ち
ろ
ん
、
散
布
薬
剤
の
品
名
か

ら
単
価
、
労
務
管
理
、
ほ
場
の
水
量

や
開
閉
指
示
に
至
る
ま
で
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
徹
底
管

理
し
、
栽
培
管
理
や
収
益
、
コ
ス
ト
な

ど
を
検
証
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
り

水
田
特
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で

用
途
に
応
じ
た
水
田
別
作
付
が
可
能

と
な
り
、
ほ
場
水
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は

90
〜
１
８
０
㌔
の
収
量
増
加
に
つ
な
が

る
な
ど
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
実
証
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
省
力
低
コ
ス
ト
化
へ
の
迅
速

な
対
応
の
必
要
性
。
ス
マ
ー
ト
農
業
が
そ
の
一
端
を

担
う
と
同
時
に
、
地
域
農
業
・
景
観
を
維
持
す

る
役
割
が
農
業
法
人
や
担
い
手
に
あ
る
と
町
内
会

で
重
機
の
購
入
を
提
案
し
、
路
面
整
備
や
環
境

保
全
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
想
っ
て
動
け
る
農
業
法
人
な
ど
担
い

手
が
必
要
。
地
域
を
け
ん
引
す
る
ま
で
の
役
割
を

担
う
の
が
今
の
農
業
者
の
あ
る
べ
き
姿
」と
将
来

を
見
据
え
ま
す
。
持
続
可
能
な
地
域
と
地
域
農

業
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
し
や
す
く
担

い
手
が
使
い
や
す
い
、
水
田
の
大
型
化
に
向
け
た

区
画
整
備
や「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」策
定
の
さ
ら
な

る
必
要
性
を
示
唆
し
ま
す
。

「いただきます！」
「ごちそうさま！」
「いただきます！」
「ごちそうさま！」

　岡山県の担い手への農地集積率は年々増え、農地中間管理事
業による担い手への農地貸付面積は2,385ha（2019年度末、
県水田農業振興方針による）となっています。
　担い手への農地集積には、地域全体で農地維持を考える「人・
農地プラン」もひとつの方法として挙げられます。経済的支援では、
大豆や麦などの作付けに対する水田活用の直接支払交付金や、
農業の多面的機能の維持・発揮のために、農道の維持や補修・
更新などに対する支援策などが挙げられます。
　さまざまな方法を駆使しながら、農地を守る人々を紹介します。

食材へと、それに携わる人々への感謝
とお礼の気持ち。
日本のステキな食文
化のひとつです。
今日も忘れず気持ち
を込めて♪

コロナ禍以前に開いていた年1回の収穫祭
アクト神代村▼

◀笑いが絶えずコミュニケーションを
欠かさない植本村長（右から3番目）
らメンバー

ドローンを操作する東内ファームの
東内明美代表と娘のまどかさん（左）

徹
底
管
理
し
た
デ
ー
タ
を
駆
使

フ
ァ
ー
ム
安
井
の
農
業
と
は

徹
底
管
理
し
た
デ
ー
タ
を
駆
使

フ
ァ
ー
ム
安
井
の
農
業
と
は

女
性
後
継
者
が
活
躍

防
除
は
東
内
フ
ァ
ー
ム
に

女
性
後
継
者
が
活
躍

防
除
は
東
内
フ
ァ
ー
ム
に

　
津
山
市
神
代
地
区
で
、
地
域
農
業
の
受
け
皿
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
、
農
事
組
合
法
人
ア
ク
ト
神

代
村
。
２
０
１
６
年
に
設
立
し
、
地
区
農
地
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
23
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

「
き
ぬ
む
す
め
」を
中
心
に
、「
津
山
小
麦
」や
稲
発

酵
粗
飼
料（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）・
大
豆
を
作
付
。「
元
気
で

明
る
く
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
常
時
５
人
が
作

業
に
当
た
り
ま
す
。

　
村
長（
代
表
）を
務
め
る
植
本
幸
男
さ
ん
ら
は
、

J
A
や
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

法
人
の
在
り
方
を
模
索
。
当
初
４
人
で
立
ち
上
げ

た
法
人
は
、
管
理
農
地
の
拡
大
に
つ
れ
、
13
人
で

活
動
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
集
積
は
個
別
の
請
負
の
ほ
か
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
行
い
、
同
法
人
理
事
で
区
長

も
務
め
る
甲
元
英
治
さ
ん（
70
）は
管
理
農
地
は
増

加
傾
向
を
た
ど
る
と
予
測
し
ま
す
。

　
同
法
人
に
は
40
〜
50
代
の
構
成
員
が
７
人
と
、

次
期
後
継
者
も
育
ち
ま
す
。
後
継
者
に
魅
力
あ
る

農
業
を
つ
な
ぐ
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
農
地
ご

と
に
管
理
者
を
設
定
し
、
収
量
に
応
じ
た
歩
合
制

を
採
用
す
る
こ
と
で
意
欲
向
上
へ
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
同
法
人
も
加
入
す
る
き
ぬ
む
す
め
生
産
振
興
協

議
会
が
今
年
度
か
ら
新
た
に
配
布
を
始
め
た「
き
ぬ

む
す
め
通
信
」も
収
量
と
品
質
向
上
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

　
後
継
者
が
活
動
・
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
中
山
間
地
所
得
向
上
事
業
を
活
用
し
、
50

石
乾
燥
機
な
ど
４
台
を
備
え
た
事
務
所
兼
作
業
施

設
を
２
０
１
９
年
度
に
整
備
。
ド
ロ
ー
ン
や
Ｚ
ー
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
全
農
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
）も
導
入
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。
50
代
の
構
成
員
は「
設
備
が
整
い
、
作

業
性
が
向
上
し
た
。
非
農
家
も
巻
き
込
ん
だ
営
農

活
動
を
展
開
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　
地
区
の
中
山
間
組
織
と
と
も
に
中
山
間
地
直
接

支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、地
域
を
維
持
す
る
植
本
村
長
ら
。「
遊

休
地
を
最
小
限
に
留
め
、
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
、

退
職
後
に
こ
の
法
人
に
入
っ
て
活
動
し
た
く
な
る
よ

う
な
好
循
環
を
生
み
出
せ
る
活
気
あ
る
組
織
で
あ

り
た
い
」と
法
人
の
存
在
意
義
を
語
り
ま
す
。

遊
休
地
を
最
小
限
に

ア
ク
ト
神
代
村
の
挑
戦

遊
休
地
を
最
小
限
に

ア
ク
ト
神
代
村
の
挑
戦

や
す
い   

た
だ
し

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
安
井

　代
表
取
締
役 

安
井 

正
さ
ん（
53
）

　  

あ
け
み

と
う
な
い

東
内
フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

　代
表 

東
内 

明
美
さ
ん（
62
）

　
　
　        

ま
ど
か
さ
ん（
30
）

う
え
も
と
　
ゆ
き
お

こ
う
じ
ろ
む
ら

こ
う
も
と

え
い
じ

ゼ
ッ
ト
ジ
ィ
ー
ズ

農
事
組
合
法
人
ア
ク
ト
神
代
村

　村
長 

植
本 

幸
男
さ
ん（
67
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
駆
使
し
、

地
図
上
の
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
安
井
代
表

特集
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勝
英
担
い
手
部
会
で
、
女
性
農
業
者
の
東
内
ま

ど
か
さ
ん
が
ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
美
作
地
区
を

中
心
に
26
㌶
を
受
託
す
る
東
内
フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

の
若
手
役
員
で
、
今
夏
か
ら
防
除
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
な
が
ら
慣
れ
た
手
つ
き
で
機
体
を
操
る

姿
に
近
所
の
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
動
力
噴
霧
機
の
重
い
ホ
ー
ス
を
引
っ

張
っ
て
3
人
掛
か
り
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
重
労

働
の
上
、
子
育
て
中
の
ま
ど
か
さ
ん
は
農
繁
期
に

手
伝
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
同
社
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
高
齢
化
や
労
力
不
足
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
軽
労
化
や
人
員
の
軽
減
の
効
果
が
見
込
め
る
と

判
断
。
水
稲
と
大
豆
の
防
除
で
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

を
始
め
ま
し
た
。メ
ー
カ
ー
の
提
案
や
Ｊ
Ａ
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
導
入
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　
運
用
は
、
ま
ど
か
さ
ん
を
中
心
に
切
り
盛
り
し

ま
す
。
ほ
場
の
場
所
や
面
積
を
地
図
に
書
き
込

み
、
機
体
の
回
送
や
人
員
の
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
な
ど
の
作
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
自
ら
も
午
前
5
時
か
ら
出
動
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
片
手
に
航
空
経
路
の
入
力
や
設
定
な
ど
慣
れ

た
手
つ
き
で
こ
な
し
ま
す
。
行
政
の
届
け
出
や
報

告
書
な
ど
の
手
続
き
も
一
手
に
引
き
受
け
ま
す
。

　
近
所
か
ら
評
判
に
な
り
、
新
た
に
20
戸
か
ら
作

業
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
一
斉
防
除
で
地
区
全
体

の
米
の
品
質
向
上
に
も
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
代
表
を
務
め
る
母
の
明
美
さ
ん
は「
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
っ
て
か
ら
や
る
気
に
な
っ
た
」と
目
を
細
め
ま

す
。
娘
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
一
方
、「
地
域
で

協
力
し
て
農
地
を
守
れ
る
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
お
い
し
い
お
米
を
届
け
た
い
。
そ
れ
が
生
産
者

の
使
命
」と
、
培
っ
て
き
た
経
験
と
デ
ー
タ
を
駆
使

し
な
が
ら
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
す
る
の

が
赤
磐
市
の
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
安
井
で
す
。
代

表
取
締
役
の
安
井
正
さ
ん
を
筆
頭
に
、
農
繁
期
に

は
14
人
で
飼
料
用
米
を
含
む
水
稲
35
㌶
・
麦
８

㌶
・
大
豆
２
㌶
を
管
理
し
、
地
域
農
業
を
守
っ
て

い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
く
徹
底
し
た
管
理
体
制
を
導
入

し
た
の
は
７
年
前
。
水
田
特
性
を
数
値
化
し
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
、
収
量
と
食
味
値
を
確
保
で
き

る
ほ
場
を
見
極
め
、
他
の
ほ
場
の
模
範
と
し
ま
し
た
。

模
範
ほ
場
を
例
に
肥
料
増
減
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
と
、
収
量
・
食
味
値
の
ば
ら
つ
き
が
改
善
さ
れ
、

結
果
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
、「
赤

磐
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

行
政
や
大
学
、
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
な

ど
と
と
も
に
参
画
。
食
味
・
収
量
セ

ン
サ
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
、
ほ
場
水
管
理

シ
ス
テ
ム
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
農
業
機
械

は
も
ち
ろ
ん
、
散
布
薬
剤
の
品
名
か

ら
単
価
、
労
務
管
理
、
ほ
場
の
水
量

や
開
閉
指
示
に
至
る
ま
で
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
徹
底
管

理
し
、
栽
培
管
理
や
収
益
、
コ
ス
ト
な

ど
を
検
証
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
り

水
田
特
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で

用
途
に
応
じ
た
水
田
別
作
付
が
可
能

と
な
り
、
ほ
場
水
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は

90
〜
１
８
０
㌔
の
収
量
増
加
に
つ
な
が

る
な
ど
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
実
証
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
省
力
低
コ
ス
ト
化
へ
の
迅
速

な
対
応
の
必
要
性
。
ス
マ
ー
ト
農
業
が
そ
の
一
端
を

担
う
と
同
時
に
、
地
域
農
業
・
景
観
を
維
持
す

る
役
割
が
農
業
法
人
や
担
い
手
に
あ
る
と
町
内
会

で
重
機
の
購
入
を
提
案
し
、
路
面
整
備
や
環
境

保
全
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　「
地
域
を
想
っ
て
動
け
る
農
業
法
人
な
ど
担
い

手
が
必
要
。
地
域
を
け
ん
引
す
る
ま
で
の
役
割
を

担
う
の
が
今
の
農
業
者
の
あ
る
べ
き
姿
」と
将
来

を
見
据
え
ま
す
。
持
続
可
能
な
地
域
と
地
域
農

業
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
し
や
す
く
担

い
手
が
使
い
や
す
い
、
水
田
の
大
型
化
に
向
け
た

区
画
整
備
や「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」策
定
の
さ
ら
な

る
必
要
性
を
示
唆
し
ま
す
。

「いただきます！」
「ごちそうさま！」
「いただきます！」
「ごちそうさま！」

　岡山県の担い手への農地集積率は年々増え、農地中間管理事
業による担い手への農地貸付面積は2,385ha（2019年度末、
県水田農業振興方針による）となっています。
　担い手への農地集積には、地域全体で農地維持を考える「人・
農地プラン」もひとつの方法として挙げられます。経済的支援では、
大豆や麦などの作付けに対する水田活用の直接支払交付金や、
農業の多面的機能の維持・発揮のために、農道の維持や補修・
更新などに対する支援策などが挙げられます。
　さまざまな方法を駆使しながら、農地を守る人々を紹介します。

食材へと、それに携わる人々への感謝
とお礼の気持ち。
日本のステキな食文
化のひとつです。
今日も忘れず気持ち
を込めて♪

コロナ禍以前に開いていた年1回の収穫祭
アクト神代村▼

◀笑いが絶えずコミュニケーションを
欠かさない植本村長（右から3番目）
らメンバー

ドローンを操作する東内ファームの
東内明美代表と娘のまどかさん（左）

徹
底
管
理
し
た
デ
ー
タ
を
駆
使

フ
ァ
ー
ム
安
井
の
農
業
と
は

徹
底
管
理
し
た
デ
ー
タ
を
駆
使

フ
ァ
ー
ム
安
井
の
農
業
と
は

女
性
後
継
者
が
活
躍

防
除
は
東
内
フ
ァ
ー
ム
に

女
性
後
継
者
が
活
躍

防
除
は
東
内
フ
ァ
ー
ム
に

　
津
山
市
神
代
地
区
で
、
地
域
農
業
の
受
け
皿
と

し
て
活
躍
す
る
の
が
、
農
事
組
合
法
人
ア
ク
ト
神

代
村
。
２
０
１
６
年
に
設
立
し
、
地
区
農
地
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
23
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

「
き
ぬ
む
す
め
」を
中
心
に
、「
津
山
小
麦
」や
稲
発

酵
粗
飼
料（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）・
大
豆
を
作
付
。「
元
気
で

明
る
く
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
常
時
５
人
が
作

業
に
当
た
り
ま
す
。

　
村
長（
代
表
）を
務
め
る
植
本
幸
男
さ
ん
ら
は
、

J
A
や
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

法
人
の
在
り
方
を
模
索
。
当
初
４
人
で
立
ち
上
げ

た
法
人
は
、
管
理
農
地
の
拡
大
に
つ
れ
、
13
人
で

活
動
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
集
積
は
個
別
の
請
負
の
ほ
か
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
通
じ
て
行
い
、
同
法
人
理
事
で
区
長

も
務
め
る
甲
元
英
治
さ
ん（
70
）は
管
理
農
地
は
増

加
傾
向
を
た
ど
る
と
予
測
し
ま
す
。

　
同
法
人
に
は
40
〜
50
代
の
構
成
員
が
７
人
と
、

次
期
後
継
者
も
育
ち
ま
す
。
後
継
者
に
魅
力
あ
る

農
業
を
つ
な
ぐ
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
農
地
ご

と
に
管
理
者
を
設
定
し
、
収
量
に
応
じ
た
歩
合
制

を
採
用
す
る
こ
と
で
意
欲
向
上
へ
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
同
法
人
も
加
入
す
る
き
ぬ
む
す
め
生
産
振
興
協

議
会
が
今
年
度
か
ら
新
た
に
配
布
を
始
め
た「
き
ぬ

む
す
め
通
信
」も
収
量
と
品
質
向
上
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

　
後
継
者
が
活
動
・
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
中
山
間
地
所
得
向
上
事
業
を
活
用
し
、
50

石
乾
燥
機
な
ど
４
台
を
備
え
た
事
務
所
兼
作
業
施

設
を
２
０
１
９
年
度
に
整
備
。
ド
ロ
ー
ン
や
Ｚ
ー
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
全
農
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
）も
導
入
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。
50
代
の
構
成
員
は「
設
備
が
整
い
、
作

業
性
が
向
上
し
た
。
非
農
家
も
巻
き
込
ん
だ
営
農

活
動
を
展
開
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　
地
区
の
中
山
間
組
織
と
と
も
に
中
山
間
地
直
接

支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、地
域
を
維
持
す
る
植
本
村
長
ら
。「
遊

休
地
を
最
小
限
に
留
め
、
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
、

退
職
後
に
こ
の
法
人
に
入
っ
て
活
動
し
た
く
な
る
よ

う
な
好
循
環
を
生
み
出
せ
る
活
気
あ
る
組
織
で
あ

り
た
い
」と
法
人
の
存
在
意
義
を
語
り
ま
す
。

遊
休
地
を
最
小
限
に

ア
ク
ト
神
代
村
の
挑
戦

遊
休
地
を
最
小
限
に

ア
ク
ト
神
代
村
の
挑
戦

や
す
い   

た
だ
し

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
安
井

　代
表
取
締
役 

安
井 

正
さ
ん（
53
）

　  

あ
け
み

と
う
な
い

東
内
フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

　代
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東
内 

明
美
さ
ん（
62
）

　
　
　        

ま
ど
か
さ
ん（
30
）

う
え
も
と
　
ゆ
き
お

こ
う
じ
ろ
む
ら

こ
う
も
と

え
い
じ

ゼ
ッ
ト
ジ
ィ
ー
ズ

農
事
組
合
法
人
ア
ク
ト
神
代
村

　村
長 

植
本 

幸
男
さ
ん（
67
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
駆
使
し
、

地
図
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の
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ー
タ
を
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認
す
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※詳しくは各直売所へお問い合わせください。JAカード会員様限定

JAカードご利用で %割
引
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 畑の準備
種の発芽ぞろいが悪いので播種
の1ヵ月前くらいにセルカと元肥を
入れ、その後、種まき10日前ま
でに基肥施用して、鍬を前後に
動かして平らにする。

葉の切れ込み具合によって、大葉種・中葉種・小葉種に分かれます。
切れ込みの浅い大葉種は、葉肉が厚くて柔らかで強い香りがあります。
鍋物だけでなく、レタスなどと組み合わせるとサラダとして生でもおいし
く食べられます。

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

チェック
！

ソラからのアドバイス

ほかの野菜に比べて発芽率が低いので、
春まきはべたがけ資材を被覆して保温し、
夏まきは遮光・遮熱資材を利用して高温
と乾燥を防いで、発芽を向上させよう！
播種後に強い雨にたたかれて表土が固く
なると、酸素不足や光不足で、発芽率が
非常に悪くなるので注意してね！

チェック！

ソラからのアドバイス

冷涼な気候を好むから、25℃以上になると
生育が悪くなるから注意してね。本葉が展
開していれば低温に対して強く、０℃以下
になった場合でも枯死せず、比較的容易
に越冬するよ！

栽培スケジュール

サンからのアドバイスチェック
！

種子はもともと発芽率が70％程度と
低いので、やや厚まきにして芽が多く
出たところを間引きし生育をそろえてい
こう。種子は好光性で、覆土が厚いと
発芽しにくいため、薄く土を掛けるよう
心がけよう。

土壌に対する適応性はかなり
高い方ですが、乾燥には弱い
ので保水力のある畑を選びま
しょう。生育適温は15～20℃。
小松菜やホウレンソウに比べる
と寒さに弱く、霜が降りると葉
は傷んで黄色くなってしまうので、
冬に良品を得るには、べた掛
け資材やビニールトンネルを被
覆します。

❺ 保温❸ 間引き

❹ 追肥・土寄せ

使う
のはコレ！

堆肥
350～420g

❶
化成肥料

「野菜の肥料」
60g

❸
セルカ
150g

油粕
120g

シュンギク
鍋料理の名わき役

教えてくれるのは
この人！！

❷ 種まき

びほく広域営農
経済センター
販売課　主任

西本　拓也
にしもと たくや

チェック！

サンからのアドバイス
最初の収穫後に株間に追肥・かん水しよう。
伸びている側枝を一度にすべて摘むと根が
傷んで生育が衰えたり、伸びる側枝の数が
多くなりすぎたりするから、常に２本くらいは
摘まずに残しておいてね！

●種まき　　　　収穫

中葉種（摘みとり種） 中葉種（株張り種） 大葉種

2～3㎜間隔のやや
厚まきにする

覆土は1㎝ぐらい

元肥

浮き掛け

伸びた脇芽

不織布などの
べた掛け資材

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

露地春まき
栽培

露地秋まき栽培

トンネル秋まき栽培

❻収穫

本葉１～２枚のとき株間３㎝程度に間引きする。

生育適温は15～20℃のため、低温期には
フィルムやべた掛け資材により保温する。

草丈が15～20㎝になったも
のから順次、根ごと抜きとって
収穫する。

本葉10枚の頃、中心の
茎を摘み取る。

脇芽が15～18㎝ぐらい
に伸びてきたら下の方を
葉2～3枚を残して次々
と摘み取る。

本葉７～８枚のとき株間５～６㎝程度に間引きする。

1回目の間引き後

軽く土寄せする。その時、葉の
色が薄ければ、適宜2回目の
追肥を行う。

第1回

第2回

品種選び

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の選び方や使い方、栽培
方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めは…

■おすすめ資材

❷化成肥料14-14-14
❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料

窒素・リン酸・カリに加え、微
量要素をバランスよく配合し、
野菜の元肥・追肥に幅広く
使えます。

野菜・果樹・花など幅広く
使えます。高成分なので
少量投入で経済的です。

❸有機石材セルカ
牡蠣殻を原料とし、天然ミネラ
ルを豊富に含み、土に優しい動
物質石灰。カルシウムとミネラ
ルの補給に有効です。

❷
化成肥料
14‐14‐14
30g

油粕

油粕

秋まきの冬に入ってからの防寒保温

抜き取り収穫

摘み取り収穫

15㎝

4～5㎝

軽く土寄せする。

油粕
120g

油粕
120g

❷
化成肥料
14‐14‐14
30g

溝の長さ
1mあたりの量

溝の長さ
1mあたりの量

まき溝の長さ
1mあたりの量

第1回

第2回

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

ふじかさ　けいじ

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
県
内
の
夏
秋
ナ
ス
の
3
割
以
上
の
シ
ェ

ア
を
誇
る
岡
山
東
統
括
本
部
は
、
49
戸
が

3.8
㌶
で
夏
秋
ナ
ス「
筑
陽
」を
栽
培
し
、
10

月
末
ま
で
３
２
１
㌧
を
、
岡
山
市
場
を
中

心
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
上
旬
、
夏
秋
ナ
ス
の
本
格
出
荷
を

前
に
研
修
会
と
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
き
ま
し

た
。
生
産
者
と
関
係
者
が
ほ
場
を
視
察

し
、
栽
培
方
法
や
出
荷
基
準
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
生
産
者
は「
産
地
一
丸
と
な
っ
て
生
産
拡

大
と
秀
品
率
の
向
上
を
目
指
し
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　びほく統括本部は、JR西日本岡山支社やヤマト運輸などとタイ
アップし、在来線の普通車両の客室を使い、高梁市から岡山市へ
びほく産食材を運ぶ貨客混載を本格的に始めました。毎週木曜日
に輸送し、JR岡山駅の駅ナカ店舗で販売。県南や県外の駅利
用者へ、びほくエリアの農産物の周知と販路拡大を目指します。
　初日には夏秋トマト・アスパラガス・タマネギなど17品を輸送。
高梁市の近藤隆則市長や同統括本部の中村正義常務ら関係者
が岡山駅で輸送状況を見守り、農産物は、駅構内店舗従業員が
受け取りました。当日午後４時には店頭に並び、３０代女性は「帰
宅時に県産の新鮮食材が買えるのは魅力的で、利便性が高い」と
話しました。
　近藤市長は「定時制が定着すれば、固定客も付いてくる。生産
者の意欲向上にもつながる」と期待を寄せました。
　定期輸送は、JA直売所の高梁グリーンセンターで農産物を詰め
た専用配送ボックスをヤマト運輸の配達員が、備中高梁駅で列車
客室にボックスを乗せた台車を固定して輸送。
　同支社による全量買い取りのため、生産者もJAも食品ロスを最
小限に抑え、生産者の所得向上も期待します。

桃太郎トマトの鬼退治定食
１０月末まで高梁市「朝日堂」で

　岡山西女性部鴨方支部加工部は、特産「清水白桃」「黄金桃」を
使った「モモのシロップ漬け」をJA鴨方直売所ふれあい朝市「なごみ」で、
１袋３００ｇ入り４５０円で販売しています。多い時には１日３０袋が売り切
れる人気商品です。
　今季はモモを３００㎏用意し、甘いシロップに漬け込みました。横山
英子支部長は「モモのとろける食感をぜひ味わってほしい」とPRします。

　勝英統括本部は、県育成エダマメ「岡山SYB1号」と「作州黒枝
豆」のリレー出荷に取り組んでいます。良品率が高く多収量が特徴
の「岡山SYB1号」は９月中旬から、１０月上旬からは「作州黒枝豆」
の出荷が始まります。
　両品種を栽培する勝英作州黒枝豆部会の藤笠敬二さん（72）は
「作業分散で省力化でき助かっている。見た目や味の違いを食べ比
べてほしい」と話します。

地
元
食
材
で
薬
膳 

元
気
に
過
ご
そ
う

夏
秋
ナ
ス
県
内
シ
ェ
ア

3
割
超
え

10
月
末
ま
で
3
2
1
㌧

農業生産
の拡大

こんどう たかのり なかむら

　
高
梁
市
の
日
本
料
理
店「
朝
日
堂
」は
、

地
元
ブ
ラ
ン
ド
ト
マ
ト「
び
ほ
く
天
空
の
実

り
®

鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」の
魅
力
を
引

き
出
し
た
ラ
ン
チ
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

「
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
鬼
退
治
定
食
」は
、
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
見
た
目
で
楽
し
め
、
10
月

末
ま
で
予
約
制
で
提
供
し
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
甘
味
と
酸
味
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
。
ト
マ
ト
の
豚
肉
巻
き

揚
げ
を
メ
イ
ン
に
、
ト
マ
ト
だ
し
の
冷
や
し

ソ
ー
メ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
ト
マ
ト
果
汁
と

果
肉
入
り
プ
リ
ン
が
並
び
ま
す
。

　
ご
飯
は
塩
漬
け
に
し
て
刻
ん
だ
ト
マ
ト
を

混
ぜ
込
み
、鬼
の
顔
に
見
立
て
た「
鬼
ぎ
り
」。

コ
ロ
ナ
禍
終
息
へ
の
願
い
を
込
め
た「
鬼
ぎ

り
」は
、
口
の
中
で
ほ
の
か
に
ト
マ
ト
の
風

味
が
広
が
る
逸
品
で
す
。
１
食
１
１
０
０
円
。

前
日
午
後
５
時
ま
で
一
人
前
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
当
J
A
の
び
ほ
く
ト
マ
ト
部
会
に
よ
る
消

費
宣
伝
活
動
の
一
環
。「
鬼
退
治
桃
太
郎

ト
マ
ト
」の
食
味
の
よ
さ
を
地
元
の
消
費
者

に
知
っ
て
も
ら
い
、
サ
ラ
ダ
中
心
の
食
べ
方

に
加
え
、
お
か
ず
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
で
の
消

費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
元
飲
食
店
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
売

り
上
げ
減
少
の
打
開
策
と
し
て
期
待
が
か

か
り
ま
す
。
店
主
の
江
草
克
典
さ
ん
は「
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
よ
さ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」は
11
月
下
旬

ま
で
京
阪
神
や
岡
山
の
市
場
へ
、
部
会
員

74
人
が
12
㌶
で
１
２
６
０
㌧
を
出
荷
、
４
億

５
千
万
円
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

定食を披露する藤井包温部会長（左）と、
店主の江草さん

びほくエリアから到着した農産物を駅ナカ店舗へ運ぶ担当者

とろける食感味わって
特産モモをシロップ漬けに

エ
ダ
マ
メ「
岡
山
S
Y
B
1
号
」好
調

「
作
州
黒
枝
豆
」と
リ
レ
ー
出
荷

　

付加価値
の増大

モモの切り分けからシロップ作りまで、
全て手作業で行う部員ら

　
真
庭
女
性
部
落
合
支
部
美
川

班
は
７
月
中
旬
、
薬
膳
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
地
元
食
材
を
使
っ

て
夏
バ
テ
を
予
防
し
、
元
気
に
過

ご
そ
う
と
、
牛
乳
冷
や
汁
な
ど
５

品
を
作
り
ま
し
た
。

　
薬
膳
料
理
の
資
格
を
持
つ
講
師

が
西
洋
薬
と
中
医
薬
の
両
方
の
観

点
か
ら
食
材
を
説
明
。
部
員
ら
は

「
食
材
が
私
た
ち
の
カ
ラ
ダ
を
作

る
の
で
、
新
た
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

活
用
し
て
健
康
に
過
ご
し
た
い
」と

調
理
し
ま
し
た
。

ナスの選果基準を確認する生産者

ショウガやトマトなど夏野菜をふんだんに
使った薬膳料理に挑戦する部員

え
ぐ
さ
か
つ
の
り

まさよし

よこやま

ひでこ

エダマメ「岡山SYB1号」の生育を確認する藤笠さん

在来線で貨客混載
農産物を駅ナカで
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

ふじかさ　けいじ

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　
県
内
の
夏
秋
ナ
ス
の
3
割
以
上
の
シ
ェ

ア
を
誇
る
岡
山
東
統
括
本
部
は
、
49
戸
が

3.8
㌶
で
夏
秋
ナ
ス「
筑
陽
」を
栽
培
し
、
10

月
末
ま
で
３
２
１
㌧
を
、
岡
山
市
場
を
中

心
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
上
旬
、
夏
秋
ナ
ス
の
本
格
出
荷
を

前
に
研
修
会
と
目
ぞ
ろ
え
会
を
開
き
ま
し

た
。
生
産
者
と
関
係
者
が
ほ
場
を
視
察

し
、
栽
培
方
法
や
出
荷
基
準
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
生
産
者
は「
産
地
一
丸
と
な
っ
て
生
産
拡

大
と
秀
品
率
の
向
上
を
目
指
し
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　びほく統括本部は、JR西日本岡山支社やヤマト運輸などとタイ
アップし、在来線の普通車両の客室を使い、高梁市から岡山市へ
びほく産食材を運ぶ貨客混載を本格的に始めました。毎週木曜日
に輸送し、JR岡山駅の駅ナカ店舗で販売。県南や県外の駅利
用者へ、びほくエリアの農産物の周知と販路拡大を目指します。
　初日には夏秋トマト・アスパラガス・タマネギなど17品を輸送。
高梁市の近藤隆則市長や同統括本部の中村正義常務ら関係者
が岡山駅で輸送状況を見守り、農産物は、駅構内店舗従業員が
受け取りました。当日午後４時には店頭に並び、３０代女性は「帰
宅時に県産の新鮮食材が買えるのは魅力的で、利便性が高い」と
話しました。
　近藤市長は「定時制が定着すれば、固定客も付いてくる。生産
者の意欲向上にもつながる」と期待を寄せました。
　定期輸送は、JA直売所の高梁グリーンセンターで農産物を詰め
た専用配送ボックスをヤマト運輸の配達員が、備中高梁駅で列車
客室にボックスを乗せた台車を固定して輸送。
　同支社による全量買い取りのため、生産者もJAも食品ロスを最
小限に抑え、生産者の所得向上も期待します。

桃太郎トマトの鬼退治定食
１０月末まで高梁市「朝日堂」で

　岡山西女性部鴨方支部加工部は、特産「清水白桃」「黄金桃」を
使った「モモのシロップ漬け」をJA鴨方直売所ふれあい朝市「なごみ」で、
１袋３００ｇ入り４５０円で販売しています。多い時には１日３０袋が売り切
れる人気商品です。
　今季はモモを３００㎏用意し、甘いシロップに漬け込みました。横山
英子支部長は「モモのとろける食感をぜひ味わってほしい」とPRします。

　勝英統括本部は、県育成エダマメ「岡山SYB1号」と「作州黒枝
豆」のリレー出荷に取り組んでいます。良品率が高く多収量が特徴
の「岡山SYB1号」は９月中旬から、１０月上旬からは「作州黒枝豆」
の出荷が始まります。
　両品種を栽培する勝英作州黒枝豆部会の藤笠敬二さん（72）は
「作業分散で省力化でき助かっている。見た目や味の違いを食べ比
べてほしい」と話します。

地
元
食
材
で
薬
膳 

元
気
に
過
ご
そ
う

夏
秋
ナ
ス
県
内
シ
ェ
ア

3
割
超
え

10
月
末
ま
で
3
2
1
㌧

農業生産
の拡大

こんどう たかのり なかむら

　
高
梁
市
の
日
本
料
理
店「
朝
日
堂
」は
、

地
元
ブ
ラ
ン
ド
ト
マ
ト「
び
ほ
く
天
空
の
実

り
®

鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」の
魅
力
を
引

き
出
し
た
ラ
ン
チ
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

「
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
鬼
退
治
定
食
」は
、
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
見
た
目
で
楽
し
め
、
10
月

末
ま
で
予
約
制
で
提
供
し
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
甘
味
と
酸
味
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
。
ト
マ
ト
の
豚
肉
巻
き

揚
げ
を
メ
イ
ン
に
、
ト
マ
ト
だ
し
の
冷
や
し

ソ
ー
メ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
ト
マ
ト
果
汁
と

果
肉
入
り
プ
リ
ン
が
並
び
ま
す
。

　
ご
飯
は
塩
漬
け
に
し
て
刻
ん
だ
ト
マ
ト
を

混
ぜ
込
み
、鬼
の
顔
に
見
立
て
た「
鬼
ぎ
り
」。

コ
ロ
ナ
禍
終
息
へ
の
願
い
を
込
め
た「
鬼
ぎ

り
」は
、
口
の
中
で
ほ
の
か
に
ト
マ
ト
の
風

味
が
広
が
る
逸
品
で
す
。
１
食
１
１
０
０
円
。

前
日
午
後
５
時
ま
で
一
人
前
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
当
J
A
の
び
ほ
く
ト
マ
ト
部
会
に
よ
る
消

費
宣
伝
活
動
の
一
環
。「
鬼
退
治
桃
太
郎

ト
マ
ト
」の
食
味
の
よ
さ
を
地
元
の
消
費
者

に
知
っ
て
も
ら
い
、
サ
ラ
ダ
中
心
の
食
べ
方

に
加
え
、
お
か
ず
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
で
の
消

費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
元
飲
食
店
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
売

り
上
げ
減
少
の
打
開
策
と
し
て
期
待
が
か

か
り
ま
す
。
店
主
の
江
草
克
典
さ
ん
は「
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
よ
さ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
鬼
退
治
桃
太
郎
ト
マ
ト
」は
11
月
下
旬

ま
で
京
阪
神
や
岡
山
の
市
場
へ
、
部
会
員

74
人
が
12
㌶
で
１
２
６
０
㌧
を
出
荷
、
４
億

５
千
万
円
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

定食を披露する藤井包温部会長（左）と、
店主の江草さん

びほくエリアから到着した農産物を駅ナカ店舗へ運ぶ担当者

とろける食感味わって
特産モモをシロップ漬けに

エ
ダ
マ
メ「
岡
山
S
Y
B
1
号
」好
調

「
作
州
黒
枝
豆
」と
リ
レ
ー
出
荷

　

付加価値
の増大

モモの切り分けからシロップ作りまで、
全て手作業で行う部員ら

　
真
庭
女
性
部
落
合
支
部
美
川

班
は
７
月
中
旬
、
薬
膳
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
地
元
食
材
を
使
っ

て
夏
バ
テ
を
予
防
し
、
元
気
に
過

ご
そ
う
と
、
牛
乳
冷
や
汁
な
ど
５

品
を
作
り
ま
し
た
。

　
薬
膳
料
理
の
資
格
を
持
つ
講
師

が
西
洋
薬
と
中
医
薬
の
両
方
の
観

点
か
ら
食
材
を
説
明
。
部
員
ら
は

「
食
材
が
私
た
ち
の
カ
ラ
ダ
を
作

る
の
で
、
新
た
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

活
用
し
て
健
康
に
過
ご
し
た
い
」と

調
理
し
ま
し
た
。

ナスの選果基準を確認する生産者

ショウガやトマトなど夏野菜をふんだんに
使った薬膳料理に挑戦する部員

え
ぐ
さ
か
つ
の
り

まさよし

よこやま

ひでこ

エダマメ「岡山SYB1号」の生育を確認する藤笠さん
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し
ば
た
ま
さ
た
か

　津山統括本部久米ジャンボピーマン部会は、19戸が50aで特産
「ジャンボピーマン（愛称：ジャンピー）」を栽培し、11月下旬まで14tを、
岡山や大阪・広島・鳥取の市場、道の駅「久米の里」、直売所に
出荷しています。
　ジャンボピーマンは、通常のピーマンより3～4倍の大きさで長さ
15～20㎝、150～250ｇの重さがある大型種。肉厚で苦味が少な
く甘味があるのが特徴で、サラダなど生食としても重宝されています。
　同部会の土居治部会長は「大きく形もいい。順調なので昨年以
上の出荷を見込めそうだ」と期待します。

　新見女性部の支部単位で取り組むグループ活
動が気軽に参加できると好評です。７月中旬には、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の一環で、新聞紙
を再利用したまち付きのエコバッグを作りました。参
加者は「環境負荷軽減を意識し、地域の豊かな環
境を守る一役を担いたい」と話しました。

　倉敷かさや統括本部
倉敷支店は８月中旬、敷
地内にローンセンターと
青空市、資材店舗「グリー
ンセンター」があるメリットを
活かして、来店誘致イベ
ントを開き、組合員・利
用者のニーズ把握に努
めました。

　コロナ禍で組合員・利用者に会うことが難しい中、接点を
少しでも増やす機会を作ろうと企画。２日間限定で、買い物
客に声をかけ、アンケート回答者へ各種サービスを案内。子
ども向けの小イベントも併せて行い、担い手層を含む幅広い
世代との接点獲得を目指しました。

　くらしき誠ハス出荷組合は８月に計４回、盆向けの花ハスの
花と蓮台（＝ハスの実）を、需要の高い関西市場へ出荷しました。
　日の出から２時間程度収穫。花をずらしながらろうそく状に
束ね、１束ずつ白紙で包むなど丁寧に梱包し出荷します。同
出荷組合の守山周茂組合長は「このひと手間が見栄えの美
しさと商品価値を大きく左右する」と自信を見せました。生産
者９人が約７３ａで栽培しています。

ＪＡをもっと身近な存在に
アンケートでニーズ把握

肉
厚
で
甘
味
も
抜
群

「
ジ
ャ
ン
ピ
ー
」出
荷
順
調

付加価値
の増大

　びほく女性部は８月初旬、高梁市で親子ちゃぐりんフェスタを
開きました。市内を中心に親子ら23人が集まり、女性部部員や
JA担当者とSDGs（持続可能な開発目標）やコロナ差別への理
解を深めました。
　コロナ禍で２年ぶりの開催となった今回は、新聞紙で作るエコ
バッグと、コロナ差別をなくす目的の「シトラスリボン」のほか、「マ
クラメ編み」に挑戦。河川の環境問題について考えるDVDも視
聴し、さらなる理解を深めました。
　新聞紙で作るエコバッグは、JA直売所「高梁グリーンセンター」
での配布や、フードドライブ時での活用を視野に入れます。
　同女性部の森田公枝部長は「女性部活動を通じてSDGsをよ
り身近なものとして感じ、JA参画の輪も広げてほしい」と話しました。

森田部長（中）らから新聞紙で作るエコバッグを学ぶ参加者

親子でＳＤＧｓなどへ理解
エコバッグ・シトラスリボンづくり

島
か
ら
本
土
の
直
売
所
へ

ゴ
ー
ヤ
づ
く
り
生
き
が
い

　真
庭
統
括
本
部
は
地
域
振
興
品
目
に

掲
げ
る「
ソ
リ
ダ
ゴ
」を
11
月
ま
で
岡
山
・

広
島
・
関
西
市
場
へ
42
万
本
出
荷
し
ま

す
。
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
て
、
蒜
山

地
区
を
中
心
に
12
戸
が
88
㌃
で
栽
培
し
、

美
し
い
円
す
い
形
・
軸
の
太
さ
な
ど
が

市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
需
要
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、
例

年
並
み
の
価
格
で
推
移
。
蒜
山
花
卉
部

会
の
柴
田
真
孝
部
会
長
は「
ソ
リ
ダ
ゴ
は

ア
レ
ン
ジ
に
加
え
れ
ば
互
い
の
花
を
引
き

立
た
せ
る
。
職
場
や
家
庭
で
飾
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

職
場
や
家
庭
に
ソ
リ
ダ
ゴ
を

11
月
ま
で
42
万
本
を
出
荷

農業生産
の拡大

　岡
山
東
統
括
本
部
管
内
で
イ
チ

ジ
ク
の
出
荷
が
順
調
で
す
。
品
種
は
、

さ
っ
ぱ
り
し
た
甘
さ
と
し
っ
か
り
と
し

た
果
肉
が
特
徴
の「
桝
井
ド
ー
フ
ィ

ン
」。
10
月
下
旬
ま
で
県
内
の
市
場

へ
出
荷
す
る
ほ
か
、
J
A
の
直
売
所

「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」や「
百
菜
市
場
和

気
店
」で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　備
前
市
イ
チ
ジ
ク
部
会
は
14
人

で
1.8
㌶
を
栽
培
。
部
会
員
の
村
上

研
一
さ
ん（
45
）は「
昨
年
よ
り
色
つ

や
が
よ
く
、
大
玉
な
イ
チ
ジ
ク
が
で

き
て
い
る
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　 さ
っ
ぱ
り
甘
い

イ
チ
ジ
ク
出
荷
順
調

組
合
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

加
入
運
動
に
力

買い物客にアンケートを説明するJA職員（右）　岡山西統括本部は8月と9月上旬の2回、本店で果実共進
会を開きました。「ピオーネ」と「オーロラブラック」41点の品質を
審査し、行政やJA関係者らが、房型・粒揃いなどの外観と、
糖度・食味などを調べました。審査員は「香りもよく、甘くおいし
いブドウに仕上がっている」と評価しました。
　最優秀賞に井原市の中塚正彦さんが輝きました。

　津山女性部中支部は、組合員加入運動に力を入れ
ています。JA女性組織3カ年計画に沿って実施。支部
長や役員が支店職員と協力して部員を訪ねました。
　永禮多紀江支部長は「組合員になることで、私たちの
JAという思いで女性部活動に参加できる」と話しました。

ブ
ド
ウ
香
り
よ
く
甘
く

岡
山
西
で
共
進
会

農業生産
の拡大

ソリダゴの出来を確認する柴田部会長

　笠岡ふれあい青空市「しおかぜ」では、笠岡諸島の組
合員の出荷先として島と本土のパイプ的な役割を担い、
島の出荷者の生きがい・やりがいを生み出しています。
　島の組合員は定期的に同直売所に島ならではの農
作物や花き、海産物を付加価値を付けて販売しています。
　毎週水曜日を出荷日と定めて集荷し、船便で本土ま
で輸送。笠岡アグリセンター職員が港で引き取ります。
　真鍋島の大島市子さん（８４）は自宅前の畑で育てた
ゴーヤを出荷。高齢のため頻繁に本土へ行くことは難し
いですが、「愛情込めて育てた食材を届けることができる
のは、私のやりがいと生きがい」と精を出します。

房型など確認する審査員

もりた きみえ

おおしま

どい おさむ

新聞紙でエコバッグ
プラごみ削減へ

「ジャンピー」を３等級４サイズに選果する選果員
完成したエコバッグを手にする参加者

付加価値
の増大

生産者の手仕事光る
「誠ハス」を関西へ出荷

もりやま かねしげ

いちこ

出
荷
規
格
や
品
質
を
確
認
す
る
組
合
員
ら

組合員加入手続きをする女性部員（右）

む
ら
か
み

ま
す
い

け
ん
い
ち

ながれ

なかつか まさひこ

たきえ

農家所得
の増大

ゴ
ー
ヤ
を
収
穫
す
る
大
島
さ
ん

出
来
を
確
認
す
る
村
上
さ
ん
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し
ば
た
ま
さ
た
か

　津山統括本部久米ジャンボピーマン部会は、19戸が50aで特産
「ジャンボピーマン（愛称：ジャンピー）」を栽培し、11月下旬まで14tを、
岡山や大阪・広島・鳥取の市場、道の駅「久米の里」、直売所に
出荷しています。
　ジャンボピーマンは、通常のピーマンより3～4倍の大きさで長さ
15～20㎝、150～250ｇの重さがある大型種。肉厚で苦味が少な
く甘味があるのが特徴で、サラダなど生食としても重宝されています。
　同部会の土居治部会長は「大きく形もいい。順調なので昨年以
上の出荷を見込めそうだ」と期待します。

　新見女性部の支部単位で取り組むグループ活
動が気軽に参加できると好評です。７月中旬には、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の一環で、新聞紙
を再利用したまち付きのエコバッグを作りました。参
加者は「環境負荷軽減を意識し、地域の豊かな環
境を守る一役を担いたい」と話しました。

　倉敷かさや統括本部
倉敷支店は８月中旬、敷
地内にローンセンターと
青空市、資材店舗「グリー
ンセンター」があるメリットを
活かして、来店誘致イベ
ントを開き、組合員・利
用者のニーズ把握に努
めました。

　コロナ禍で組合員・利用者に会うことが難しい中、接点を
少しでも増やす機会を作ろうと企画。２日間限定で、買い物
客に声をかけ、アンケート回答者へ各種サービスを案内。子
ども向けの小イベントも併せて行い、担い手層を含む幅広い
世代との接点獲得を目指しました。

　くらしき誠ハス出荷組合は８月に計４回、盆向けの花ハスの
花と蓮台（＝ハスの実）を、需要の高い関西市場へ出荷しました。
　日の出から２時間程度収穫。花をずらしながらろうそく状に
束ね、１束ずつ白紙で包むなど丁寧に梱包し出荷します。同
出荷組合の守山周茂組合長は「このひと手間が見栄えの美
しさと商品価値を大きく左右する」と自信を見せました。生産
者９人が約７３ａで栽培しています。

ＪＡをもっと身近な存在に
アンケートでニーズ把握

肉
厚
で
甘
味
も
抜
群

「
ジ
ャ
ン
ピ
ー
」出
荷
順
調

付加価値
の増大

　びほく女性部は８月初旬、高梁市で親子ちゃぐりんフェスタを
開きました。市内を中心に親子ら23人が集まり、女性部部員や
JA担当者とSDGs（持続可能な開発目標）やコロナ差別への理
解を深めました。
　コロナ禍で２年ぶりの開催となった今回は、新聞紙で作るエコ
バッグと、コロナ差別をなくす目的の「シトラスリボン」のほか、「マ
クラメ編み」に挑戦。河川の環境問題について考えるDVDも視
聴し、さらなる理解を深めました。
　新聞紙で作るエコバッグは、JA直売所「高梁グリーンセンター」
での配布や、フードドライブ時での活用を視野に入れます。
　同女性部の森田公枝部長は「女性部活動を通じてSDGsをよ
り身近なものとして感じ、JA参画の輪も広げてほしい」と話しました。

森田部長（中）らから新聞紙で作るエコバッグを学ぶ参加者

親子でＳＤＧｓなどへ理解
エコバッグ・シトラスリボンづくり

島
か
ら
本
土
の
直
売
所
へ

ゴ
ー
ヤ
づ
く
り
生
き
が
い

　真
庭
統
括
本
部
は
地
域
振
興
品
目
に

掲
げ
る「
ソ
リ
ダ
ゴ
」を
11
月
ま
で
岡
山
・

広
島
・
関
西
市
場
へ
42
万
本
出
荷
し
ま

す
。
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
て
、
蒜
山

地
区
を
中
心
に
12
戸
が
88
㌃
で
栽
培
し
、

美
し
い
円
す
い
形
・
軸
の
太
さ
な
ど
が

市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　大
規
模
イ
ベ
ン
ト
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
需
要
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、
例

年
並
み
の
価
格
で
推
移
。
蒜
山
花
卉
部

会
の
柴
田
真
孝
部
会
長
は「
ソ
リ
ダ
ゴ
は

ア
レ
ン
ジ
に
加
え
れ
ば
互
い
の
花
を
引
き

立
た
せ
る
。
職
場
や
家
庭
で
飾
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

職
場
や
家
庭
に
ソ
リ
ダ
ゴ
を

11
月
ま
で
42
万
本
を
出
荷

農業生産
の拡大

　岡
山
東
統
括
本
部
管
内
で
イ
チ

ジ
ク
の
出
荷
が
順
調
で
す
。
品
種
は
、

さ
っ
ぱ
り
し
た
甘
さ
と
し
っ
か
り
と
し

た
果
肉
が
特
徴
の「
桝
井
ド
ー
フ
ィ

ン
」。
10
月
下
旬
ま
で
県
内
の
市
場

へ
出
荷
す
る
ほ
か
、
J
A
の
直
売
所

「
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
」や「
百
菜
市
場
和

気
店
」で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　備
前
市
イ
チ
ジ
ク
部
会
は
14
人

で
1.8
㌶
を
栽
培
。
部
会
員
の
村
上

研
一
さ
ん（
45
）は「
昨
年
よ
り
色
つ

や
が
よ
く
、
大
玉
な
イ
チ
ジ
ク
が
で

き
て
い
る
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　 さ
っ
ぱ
り
甘
い

イ
チ
ジ
ク
出
荷
順
調

組
合
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

加
入
運
動
に
力

買い物客にアンケートを説明するJA職員（右）　岡山西統括本部は8月と9月上旬の2回、本店で果実共進
会を開きました。「ピオーネ」と「オーロラブラック」41点の品質を
審査し、行政やJA関係者らが、房型・粒揃いなどの外観と、
糖度・食味などを調べました。審査員は「香りもよく、甘くおいし
いブドウに仕上がっている」と評価しました。
　最優秀賞に井原市の中塚正彦さんが輝きました。

　津山女性部中支部は、組合員加入運動に力を入れ
ています。JA女性組織3カ年計画に沿って実施。支部
長や役員が支店職員と協力して部員を訪ねました。
　永禮多紀江支部長は「組合員になることで、私たちの
JAという思いで女性部活動に参加できる」と話しました。

ブ
ド
ウ
香
り
よ
く
甘
く

岡
山
西
で
共
進
会

農業生産
の拡大

ソリダゴの出来を確認する柴田部会長

　笠岡ふれあい青空市「しおかぜ」では、笠岡諸島の組
合員の出荷先として島と本土のパイプ的な役割を担い、
島の出荷者の生きがい・やりがいを生み出しています。
　島の組合員は定期的に同直売所に島ならではの農
作物や花き、海産物を付加価値を付けて販売しています。
　毎週水曜日を出荷日と定めて集荷し、船便で本土ま
で輸送。笠岡アグリセンター職員が港で引き取ります。
　真鍋島の大島市子さん（８４）は自宅前の畑で育てた
ゴーヤを出荷。高齢のため頻繁に本土へ行くことは難し
いですが、「愛情込めて育てた食材を届けることができる
のは、私のやりがいと生きがい」と精を出します。

房型など確認する審査員

もりた きみえ

おおしま

どい おさむ

新聞紙でエコバッグ
プラごみ削減へ

「ジャンピー」を３等級４サイズに選果する選果員
完成したエコバッグを手にする参加者

付加価値
の増大

生産者の手仕事光る
「誠ハス」を関西へ出荷

もりやま かねしげ

いちこ

出
荷
規
格
や
品
質
を
確
認
す
る
組
合
員
ら

組合員加入手続きをする女性部員（右）

む
ら
か
み

ま
す
い

け
ん
い
ち

ながれ

なかつか まさひこ

たきえ

農家所得
の増大

ゴ
ー
ヤ
を
収
穫
す
る
大
島
さ
ん

出
来
を
確
認
す
る
村
上
さ
ん
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
県
中
北
部
で
栽

培
が
盛
ん
な「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ

ま
ち
」な
ど
の
早
生
品
種
を
中
心
に
稲
刈

り
が
本
格
化
す
る
９
月
以
降
、
台
風
の

到
来
と
秋
雨
前
線
に
よ
り
、
稲
の
倒
伏

な
ど
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
近
年
の
異
常
気
象

に
伴
い
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
農
作
物
に
も

被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。
自
然
災
害
の

回
数
・
被
害
額
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
天
候
不
順
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
、

そ
れ
に
伴
う
価
格
の
高
騰
、
洪
水
や
土

砂
崩
れ
に
よ
る
農
地
や
農
業
関
連
施
設

へ
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
世
界
的
に
も
多
発
し
て

い
て
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
農
畜
産
物
の

生
産
が
で
き
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は

食
料
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
防
止
な
ど
田
ん

ぼ
が
持
つ
多
面
的
機
能
へ
の
理
解
を
深
め
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
自
然
災
害
へ
取
り
組

む
こ
と
が
、
将
来
的
な
食
料
の
安
定
生

産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
然
災
害
が
多
発
・・・

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
？

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
1
年
10
月
8
日（
金
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

汗
流
し
　
棚
田
山
坂
　
父
の
顔

太
田
　
剛
一
さ
ん

直
売
所
　
旬
の
野
菜
が
　
て
ん
こ
も
り

清
音
の
風
さ
ん

お
父
ち
ゃ
ん
　
今
年
も
植
え
る
ん
　
鹿
の
エ
サ

加
治
　
小
行
さ
ん

赤
ト
ン
ボ
　
大
空
請
け
て
　
泳
ぎ
舞
う 

紅
梅
さ
ん

万
両
を
　
一
枝
も
ら
い
　
歩
を
早
め

藤
井
　
昭
恵
さ
ん

赤
と
思
い
　
実
っ
た
ト
マ
ト
　
黄
色
な
り

杉
山
　
や
す
子
さ
ん

か
い
ー
が
な
　
と
び
さ
っ
た
あ
と
に
　
蚊
を
叩
く

青
江
　
達
海
さ
ん

鏡野スポーツ少年団
優勝おめでとう！

鏡野スポーツ少年団
優勝おめでとう！

農業や食って

こんなにおもしろい！！初めての袋かけ。

おいしくなぁ〜れ!!

准組合員参加企画

災害に遭ったブドウハウスの撤去作業
を行うＪＡ職員（西日本豪雨時、真備町）

かわいいフェイスシ
ールドと

マスクケースが完成！

モモが

すごく
いい香り♪

白
く
て
き
れ
い
な
モ
モ
を

探
し
て
収
穫
し
た
よ
！

勝英のアスパラ
大きいな！

楽しかった夏休み！夏の太陽の光をいっぱい浴びて
すくすく育つ農産物のように子どもたちも
さまざまなことを経験して成長しました！

楽しかった夏休み！夏の太陽の光をいっぱい浴びて
すくすく育つ農産物のように子どもたちも
さまざまなことを経験して成長しました！

枝豆収穫体験
（里庄町）

親子キッズクラブ
（岡山西女性部くらしき東ブロック）

親子ちゃぐりんフェスタ
（高梁市）

ブドウ袋かけ
モモの収穫体験

（高梁市）

津山女性部  鏡野支部
「夏休み親子  のつどい」

親子農業体験
（倉敷市）

JA ｐｒｅｓｅｎｔｓ
誠道・秀実チャレンジカップ 

ソフトボール交歓会

おかやまコープとの
産地交流

炭焼き体験
（津山女性部富支部）

左から左から左から左から 高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

たかはた わかな

しおり

そうま

左から左から左から左から 横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）

よころ

つきやま りの きしもと ちあき

ちな やまさき

牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）
まきの みお

岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 
きしだ のりこ このみ

左から左から左から左から 岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）

おかもと ゆうせい

やだに ふじわら しづきけい

憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！

釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子

ふじい まり

こなつ

コロナ禍
ならではの
体験！

コロナ禍
ならではの
体験！

内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）
うちだ のぞみ

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）
さき

こたろうともの
小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）
おばた りん

西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）
にし ゆうな

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！ ミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよ

小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）
おの るいしゅん

今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）
いまい こたろう 中西 望結さん

（小３）
中西 望結さん
（小３）
中西 望結さん
（小３）
中西 望結さん
（小３）

なかにし みゆ

友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）

ともやす こうせい

大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）

おおの みはる

村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）

むらか めい

枝豆とったど～！

左から左から左から左から
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
県
中
北
部
で
栽

培
が
盛
ん
な「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ

ま
ち
」な
ど
の
早
生
品
種
を
中
心
に
稲
刈

り
が
本
格
化
す
る
９
月
以
降
、
台
風
の

到
来
と
秋
雨
前
線
に
よ
り
、
稲
の
倒
伏

な
ど
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
近
年
の
異
常
気
象

に
伴
い
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
農
作
物
に
も

被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。
自
然
災
害
の

回
数
・
被
害
額
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
天
候
不
順
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
、

そ
れ
に
伴
う
価
格
の
高
騰
、
洪
水
や
土

砂
崩
れ
に
よ
る
農
地
や
農
業
関
連
施
設

へ
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
世
界
的
に
も
多
発
し
て

い
て
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
農
畜
産
物
の

生
産
が
で
き
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は

食
料
不
足
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
防
止
な
ど
田
ん

ぼ
が
持
つ
多
面
的
機
能
へ
の
理
解
を
深
め
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
自
然
災
害
へ
取
り
組

む
こ
と
が
、
将
来
的
な
食
料
の
安
定
生

産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
然
災
害
が
多
発
・・・

ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
？

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
1
年
10
月
8
日（
金
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

汗
流
し
　
棚
田
山
坂
　
父
の
顔

太
田
　
剛
一
さ
ん

直
売
所
　
旬
の
野
菜
が
　
て
ん
こ
も
り

清
音
の
風
さ
ん

お
父
ち
ゃ
ん
　
今
年
も
植
え
る
ん
　
鹿
の
エ
サ

加
治
　
小
行
さ
ん

赤
ト
ン
ボ
　
大
空
請
け
て
　
泳
ぎ
舞
う 

紅
梅
さ
ん

万
両
を
　
一
枝
も
ら
い
　
歩
を
早
め

藤
井
　
昭
恵
さ
ん

赤
と
思
い
　
実
っ
た
ト
マ
ト
　
黄
色
な
り

杉
山
　
や
す
子
さ
ん

か
い
ー
が
な
　
と
び
さ
っ
た
あ
と
に
　
蚊
を
叩
く

青
江
　
達
海
さ
ん

鏡野スポーツ少年団
優勝おめでとう！

鏡野スポーツ少年団
優勝おめでとう！

農業や食って

こんなにおもしろい！！初めての袋かけ。

おいしくなぁ〜れ!!

准組合員参加企画

災害に遭ったブドウハウスの撤去作業
を行うＪＡ職員（西日本豪雨時、真備町）

かわいいフェイスシ
ールドと

マスクケースが完成！

モモが

すごく
いい香り♪

白
く
て
き
れ
い
な
モ
モ
を

探
し
て
収
穫
し
た
よ
！

勝英のアスパラ
大きいな！

楽しかった夏休み！夏の太陽の光をいっぱい浴びて
すくすく育つ農産物のように子どもたちも
さまざまなことを経験して成長しました！

楽しかった夏休み！夏の太陽の光をいっぱい浴びて
すくすく育つ農産物のように子どもたちも
さまざまなことを経験して成長しました！

枝豆収穫体験
（里庄町）

親子キッズクラブ
（岡山西女性部くらしき東ブロック）

親子ちゃぐりんフェスタ
（高梁市）

ブドウ袋かけ
モモの収穫体験

（高梁市）

津山女性部  鏡野支部
「夏休み親子  のつどい」

親子農業体験
（倉敷市）

JA ｐｒｅｓｅｎｔｓ
誠道・秀実チャレンジカップ 

ソフトボール交歓会

おかやまコープとの
産地交流

炭焼き体験
（津山女性部富支部）

左から左から左から左から 高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

高畠 和奏さん（小１）
詩織さん（４歳）
颯真さん（２歳）

たかはた わかな

しおり

そうま

左から左から左から左から 横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）
横路 智那さん（小４）・山﨑 ひよりさん（小３）

築山 綸乃さん（小４）・岸本 千明さん（小３）

よころ

つきやま りの きしもと ちあき

ちな やまさき

牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）牧野 美音さん（小２）
まきの みお

岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 岸田 典子さん（右）好未さん親子 
きしだ のりこ このみ

左から左から左から左から 岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）
岡本 悠誠さん（小２）

矢谷 圭さん（小２）・藤原 詩月さん（小２）

おかもと ゆうせい

やだに ふじわら しづきけい

憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！
憧れのハサミで収穫
できて嬉しいな！

釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！
釜の中で時間かけて
山の木からできるんだ！

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

マクラメ編みとシトラス

リボンづくりに挑戦！

自然を守ることや差別

をなくすことを楽しく

学んだよ♪

藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子
藤井 真里さん（右） 

心夏さん親子

ふじい まり

こなつ

コロナ禍
ならではの
体験！

コロナ禍
ならではの
体験！

内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）内田 望さん（小３）
うちだ のぞみ

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）

友野 琥大郎さん（年少）
咲さん（小１）
さき

こたろうともの
小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）小畑 凛さん（中２）
おばた りん

西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）西 優奈さん（小３）
にし ゆうな

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

収穫以外に選果場見学や
ブドウの食べ比べなども体験
できました！

ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！
ホームラン
打ったよ～！ ミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよミツバチのことを勉強したよ

小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）小野 塁舜さん（小６）
おの るいしゅん

今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）今井 琥太郎さん（小６）
いまい こたろう 中西 望結さん

（小３）
中西 望結さん
（小３）
中西 望結さん
（小３）
中西 望結さん
（小３）

なかにし みゆ

友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）
友保 公晴さん
（小２）

ともやす こうせい

大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）
大野 美陽さん
（小1）

おおの みはる

村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）
村家 苺さん
（小１）

むらか めい

枝豆とったど～！

左から左から左から左から
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令
和
３
年
度
８
月
期
理
事
会
を
８
月
27
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
津
山
統
括
本
部

の
打
穴
西
農
業
倉
庫
の
売
却 

／
第
２
号
議

案
：
新
見
統
括
本
部
の
哲
西
精
米
所
設
備
更

新（
機
能
向
上
）／
第
３
号
議
案
：
補
助
事
業

を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か

か
る
リ
ー
ス
資
産
取
得（
岡
山
西
統
括
本
部
管

内
の
ブ
ド
ウ
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
）／
第
４
号
議

案
：
令
和
３
年
度
米
麦
概
算
金
お
よ
び
共
同

計
算
に
か
か
る
経
費
目
標
額（
委
託
米
の
早
期

全
量
販
売
契
約
締
結
及
び
消
費
拡
大
に
取
り

組
む
）／
第
５
号
議
案
：
資
産
査
定
規
程
及
び

資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
変
更
／
第

６
号
議
案
：
農
事
組
合
法
人（
16
団
体
）へ
の
出

資
の
取
扱
い
な
ら
び
に
津
山
た
ば
こ
販
売
協
同

組
合
か
ら
の
脱
退
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
７
月
末
事
業
実
績

／
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
経
営
管

理
資
料
」の
う
ち
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
／

不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
県
域
・

J
A
に
よ
る
取
り
組
み
状
況
最
終
評
価
報
告

／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第
１
四

半
期
）／
令
和
３
年
度
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
結
果

及
び
管
理
先
対
処
方
針
／
そ
の
他（
岡
山
東

統
括
本
部
の
備
前
支
店
事
務
所
改
修
工
事
入

札
結
果
）

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
う
ま
い
く
だ
も
の
共

進
会（
モ
モ
）で
管
内
の
34
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

管
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▼
県
知
事
賞
＝
岡
本
和
正（
倉
敷
市
）、
塚
田

淳
司（
赤
磐
市
）▼
Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
会
長
賞
＝

塩
見
美
穂
子（
赤
磐
市
）、
加
藤
直
彦（
赤
磐

市
）▼
Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
運
営
委
員
会
長
賞

＝
皿
井
洋
志（
赤
磐
市
）▼
県
農
業
共
済
組
合

長
賞
＝
難
波
要（
倉
敷
市
）、
砂
田
和
宏（
岡

山
市
）

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
花
き
共
進
会
で
管
内

の
13
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
管
内
の
上
位
入

賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

◇
最
優
秀
賞
▼
農
林
水
産
大
臣
賞
＝
原
田
幸
枝

（
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
井
原
市
）▼
県
知
事
賞
＝

定
井
実（
リ
ン
ド
ウ
・
井
原
市
）◇
優
秀
賞
▼

J
A
岡
山
中
央
会
会
長
賞
＝
谷
村
悦
子（
リ
ン

ド
ウ
・
新
見
市
）▼
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長

賞
＝
北
浦
敏
行（
シ
キ
ミ
・
備
前
市
）

　
野
焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
稲
ワ
ラ
や
刈
草
な
ど
の
焼
却
は
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
時
間
帯
や
風
向
き
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。
稲
ワ
ラ
は
、
水
田
に
す
き
込
む
な

ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
や
生
ご
み
な
ど
の
野
焼

き
は
い
か
な
る
場
合
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課（
大
気
の
汚

染
に
関
す
る
こ
と
）０
８
６
ー
２
２
６
ー
７
３
０
２

循
環
型
社
会
推
進
課（
廃
棄
物
の
不
適
正
処

理
に
関
す
る
こ
と
）０
８
６
ー
２
２
６
ー
７
３
０
７

　
農
業
大
学
校
は
、
令
和
４
年
度
の
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
園
芸
課
程
と
畜
産
課

程
を
設
け
、
将
来
農
業
経
営
を
目
指
す
人
や

農
業
に
関
心
の
高
い
人
が
、
実
践
教
育
を
通
し

て
農
業
の
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
農
林

水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校（
0
8
6
ー

9
5
5
ー
0
5
5
0
）ま
で
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
落
ち
込
む
６
次
化
商
品

の
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
で
12

月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す
。
対
象
加
工
品
に

貼
ら
れ
た
シ
ー
ル
を
集
め
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
４
０
０
人
に
１
千
円
相
当
の
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
し
く
は「
お
か
や
ま 

こ
だ
わ
り
」

で
検
索
い
た
だ
く
か
、（
一
社
）岡
山
県
農
業
開

発
研
究
所（
０
８
６
ー
９
５
７
ー
２
０
０
０
）ま
で
。

対
象
加
工
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
店
舗
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者（
登
録
事
業
者
）の
み
が
適
格
請
求

書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
先
駆
け
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
登
録

申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
事
業
者
の
方
は「
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
申
請
書（
登
録
申
請
書
）」の
提
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
コ
ー
ド
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
0
1
2
0
ー

2
0
5
ー

5
5
3
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

米
麦
概
算
金
・
共
同
計
算
経
費
な
ど

県
知
事
賞
に
岡
本
さ
ん
と
塚
田
さ
ん

う
ま
い
く
だ
も
の
共
進
会（
モ
モ
）

農
林
水
産
大
臣
賞
に
原
田
さ
ん

県
花
き
共
進
会
で
13
人
入
賞

野
焼
き
は
原
則
禁
止

ワ
ラ
や
刈
草
の
有
効
活
用
を

ポイント①高い貯蓄性により学費の準備ができる
（学資金受取時は一時所得となるため節税になる）

ポイント②親の万が一の保障も付帯することが
できる　　　　　　　　　　　　
（健康状態により不担保が必要な場合もあります）

和牛子牛セリ市況

成　績

※コロナ禍の買い控えにより前月比5％下げ

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

986,700円

998,800円

998,800円

619,007円

710,969円

674,768円

274㎏
299㎏
289㎏

最高価格 平均価格
124
189
313

8月20日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

じ
ゅ
ん
じ

し
お
み

か
と
う

な
お
ひ
こ

さ
ら
い

は
ら
だ
ゆ
き
え

さ
だ
い
み
の
る

た
に
む
ら
え
つ
こ

き
た
う
ら
と
し
ゆ
き

ひ
ろ
し

な
ん
ば
か
な
め

す
な
だ

か
ず
ひ
ろ

み
ほ
こ

う
た
の

JA からのお知らせ

農
業
大
学
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

令
和
４
年
度
の
入
学
生
募
集

直
売
所
で
加
工
品
を
買
お
う
！

６
次
化
商
品
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
申
請
受
付
始
ま
る

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

入賞した花き。リンドウやトルコギキョウなど
１１８点の出品がありました

転
落
・
転
倒
対
策
を
し
て
安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う

山手直売所で除菌済みの
買い物かごを手にする来店者（右）

JAのこども共済

お
か
も
と
か
ず
ま
さ

つ
か
だ

　
入
組
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
か
ら
津
山
東
支

店
で
出
納
担
当
と
し
て
、
主
に

お
金
の
出
し
入
れ
の
記
録
・
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
来

店
者
の
方
と
接
す
る
機
会
は

減
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
に

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
丁
寧
に
元
気
よ
く

笑
顔
で
の
接
客
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ま
だ
先
輩
方
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
の
で
一
生
懸
命
勉

強
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
役
に
立

て
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

　
東
京
で
競
売
に
か
か
る
の
は
加
温
の「
マ
ス
カ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
」と「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト（
晴
王
®

）」の
上
位
等
級
品
だ
け
で
、
そ

れ
も
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
ま
で
で
す
。
入
荷
す
る
果

実
の
重
量
・
金
額
と
も
90
％
以
上
は
予
約（
相

対
）取
引
で
、
大
規
模
化
し
た
小
売
各
社
の
計

画
的
な
売
場
づ
く
り
に
、
市
場
側
が
対
応
し
て

き
た
結
果
で
す
。

　
荷
受
か
ら
は「
２
〜
３
週
間
先
の
売
場
に
順
次

商
品
が
ハ
マ
っ
て
い
く
の
で
、
計
画
的

な
入
荷
は
有
利
販
売
し
や
す
い
」と
さ

れ
、
仲
卸
か
ら
は「
２
週
間
前
に
は
出

荷
情
報
が
欲
し
い
」と
言
わ
れ
る
所
以

で
す
。
産
地
・
部
会
で
の
目
合
わ
せ

や
出
荷
会
議
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
東
京
と
い
え
ば
都
心
の
高
級
店（
写
真

①
）で
、
最
高
級
品
が
扱
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
で
す
が
、
一
方
で
3
5
0
0
万
人
超
の
胃
袋

を
抱
え
る
大
消
費
地
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
幅

広
い
規
格（
価
格
帯
）を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
懐

の
深
さ
も
感
じ
ま
す
。
超
高
級
品
と
並
ん
で
、

こ
の
家
庭
消
費（
写
真
②
）、
外
食
消
費（
写
真

③
）を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
中
長
期
的
な
安
定
販

売
・
有
利
販
売
の
要
と
な
り
ま
す
。

せ
り

超
高
級
品
と
並
ん
で
家
庭
・
外
食
消
費
を
つ
か
む
こ
と
が
鍵

　新型コロナウイルス感染症対策として、山手・玉島北・
鴨方・井原の各直売所は買い物かご除菌ブースを設置
しました。天然成分の除菌剤を使うミスト方式で、４０個の
かごを約５分で除菌し、ふき取る手間もなくそのまま使うこ
とができます。
　直売所では「食の安全だけでなく、衛生面でも安心して
買い物に来てほしい」と話します。

買い物かご４０個を5分で除菌
直売所で安心な買い物を

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。岡山県

東京都大田市場駐在 金澤　淳
かなざわ あつし

フレッシ
ュ通信

津山統括本部
津山東支店
信用共済課
ふくやま りお

福山 梨央

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

①高級果実が揃う専門店②スー
パーでの販売風景③カフェで提
供される、アレキを使ったパフェ

①

②③

 !"# $%&’()*+, -./0

 !"#$%&’()*+,-./01 !"#2#3/45)6789:;5<=>?

 !"#$"%&’()*+,-./01234567"89"6:;<=

 !"#$%&’()*  !+,"!* #"+

-./01234156789:;<=

そのほか、おじいちゃんやおばあちゃんもお孫さんのために加入もできます。
詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問い合わせください。

幼児教育・保育の無償化は

「貯め時」のタイミング！！
2019年（令和元年）１０月より幼稚園・認可保育所・
認定こども園を対象に、満３歳になった後の４月１日か
ら小学校入学まで３年間が幼児教育・保育無償化とな
り、今までに比べ費用負担が軽減されています。この
機会にお子さまの将来の学費をかしこく貯めてみま
せんか？ 
ただし、幼稚園※の利用料については、月額2.57万円が上限となることも
あります。　※子ども・子育て支援新制度とならない幼稚園を指します。
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令
和
３
年
度
８
月
期
理
事
会
を
８
月
27
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
津
山
統
括
本
部

の
打
穴
西
農
業
倉
庫
の
売
却 

／
第
２
号
議

案
：
新
見
統
括
本
部
の
哲
西
精
米
所
設
備
更

新（
機
能
向
上
）／
第
３
号
議
案
：
補
助
事
業

を
活
用
し
た
農
業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か

か
る
リ
ー
ス
資
産
取
得（
岡
山
西
統
括
本
部
管

内
の
ブ
ド
ウ
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
）／
第
４
号
議

案
：
令
和
３
年
度
米
麦
概
算
金
お
よ
び
共
同

計
算
に
か
か
る
経
費
目
標
額（
委
託
米
の
早
期

全
量
販
売
契
約
締
結
及
び
消
費
拡
大
に
取
り

組
む
）／
第
５
号
議
案
：
資
産
査
定
規
程
及
び

資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
変
更
／
第

６
号
議
案
：
農
事
組
合
法
人（
16
団
体
）へ
の
出

資
の
取
扱
い
な
ら
び
に
津
山
た
ば
こ
販
売
協
同

組
合
か
ら
の
脱
退
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
７
月
末
事
業
実
績

／
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
経
営
管

理
資
料
」の
う
ち
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
／

不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
県
域
・

J
A
に
よ
る
取
り
組
み
状
況
最
終
評
価
報
告

／
自
主（
自
店
）検
査
結
果
の
報
告（
第
１
四

半
期
）／
令
和
３
年
度
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
結
果

及
び
管
理
先
対
処
方
針
／
そ
の
他（
岡
山
東

統
括
本
部
の
備
前
支
店
事
務
所
改
修
工
事
入

札
結
果
）

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
う
ま
い
く
だ
も
の
共

進
会（
モ
モ
）で
管
内
の
34
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

管
内
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▼
県
知
事
賞
＝
岡
本
和
正（
倉
敷
市
）、
塚
田

淳
司（
赤
磐
市
）▼
Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
会
長
賞
＝

塩
見
美
穂
子（
赤
磐
市
）、
加
藤
直
彦（
赤
磐

市
）▼
Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
運
営
委
員
会
長
賞

＝
皿
井
洋
志（
赤
磐
市
）▼
県
農
業
共
済
組
合

長
賞
＝
難
波
要（
倉
敷
市
）、
砂
田
和
宏（
岡

山
市
）

　
令
和
３
年
度
岡
山
県
花
き
共
進
会
で
管
内

の
13
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
管
内
の
上
位
入

賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

◇
最
優
秀
賞
▼
農
林
水
産
大
臣
賞
＝
原
田
幸
枝

（
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
・
井
原
市
）▼
県
知
事
賞
＝

定
井
実（
リ
ン
ド
ウ
・
井
原
市
）◇
優
秀
賞
▼

J
A
岡
山
中
央
会
会
長
賞
＝
谷
村
悦
子（
リ
ン

ド
ウ
・
新
見
市
）▼
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長

賞
＝
北
浦
敏
行（
シ
キ
ミ
・
備
前
市
）

　
野
焼
き
は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
稲
ワ
ラ
や
刈
草
な
ど
の
焼
却
は
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
時
間
帯
や
風
向
き
に
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。
稲
ワ
ラ
は
、
水
田
に
す
き
込
む
な

ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
や
生
ご
み
な
ど
の
野
焼

き
は
い
か
な
る
場
合
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課（
大
気
の
汚

染
に
関
す
る
こ
と
）０
８
６
ー
２
２
６
ー
７
３
０
２

循
環
型
社
会
推
進
課（
廃
棄
物
の
不
適
正
処

理
に
関
す
る
こ
と
）０
８
６
ー
２
２
６
ー
７
３
０
７

　
農
業
大
学
校
は
、
令
和
４
年
度
の
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
園
芸
課
程
と
畜
産
課

程
を
設
け
、
将
来
農
業
経
営
を
目
指
す
人
や

農
業
に
関
心
の
高
い
人
が
、
実
践
教
育
を
通
し

て
農
業
の
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
農
林

水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校（
0
8
6
ー

9
5
5
ー
0
5
5
0
）ま
で
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
落
ち
込
む
６
次
化
商
品

の
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
で
12

月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す
。
対
象
加
工
品
に

貼
ら
れ
た
シ
ー
ル
を
集
め
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
４
０
０
人
に
１
千
円
相
当
の
加
工
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
し
く
は「
お
か
や
ま 

こ
だ
わ
り
」

で
検
索
い
た
だ
く
か
、（
一
社
）岡
山
県
農
業
開

発
研
究
所（
０
８
６
ー
９
５
７
ー
２
０
０
０
）ま
で
。

対
象
加
工
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
店
舗
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者（
登
録
事
業
者
）の
み
が
適
格
請
求

書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
先
駆
け
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
登
録

申
請
の
受
付
を
始
め
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
事
業
者
の
方
は「
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
申
請
書（
登
録
申
請
書
）」の
提
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
コ
ー
ド
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
0
1
2
0
ー

2
0
5
ー

5
5
3
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

米
麦
概
算
金
・
共
同
計
算
経
費
な
ど

県
知
事
賞
に
岡
本
さ
ん
と
塚
田
さ
ん

う
ま
い
く
だ
も
の
共
進
会（
モ
モ
）

農
林
水
産
大
臣
賞
に
原
田
さ
ん

県
花
き
共
進
会
で
13
人
入
賞

野
焼
き
は
原
則
禁
止

ワ
ラ
や
刈
草
の
有
効
活
用
を

ポイント①高い貯蓄性により学費の準備ができる
（学資金受取時は一時所得となるため節税になる）

ポイント②親の万が一の保障も付帯することが
できる　　　　　　　　　　　　
（健康状態により不担保が必要な場合もあります）

和牛子牛セリ市況

成　績

※コロナ禍の買い控えにより前月比5％下げ

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

986,700円

998,800円

998,800円

619,007円

710,969円

674,768円

274㎏
299㎏
289㎏

最高価格 平均価格
124
189
313

8月20日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

じ
ゅ
ん
じ

し
お
み

か
と
う

な
お
ひ
こ

さ
ら
い

は
ら
だ
ゆ
き
え

さ
だ
い
み
の
る

た
に
む
ら
え
つ
こ

き
た
う
ら
と
し
ゆ
き

ひ
ろ
し

な
ん
ば
か
な
め

す
な
だ

か
ず
ひ
ろ

み
ほ
こ

う
た
の

JA からのお知らせ

農
業
大
学
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

令
和
４
年
度
の
入
学
生
募
集

直
売
所
で
加
工
品
を
買
お
う
！

６
次
化
商
品
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
申
請
受
付
始
ま
る

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

入賞した花き。リンドウやトルコギキョウなど
１１８点の出品がありました

転
落
・
転
倒
対
策
を
し
て
安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う

山手直売所で除菌済みの
買い物かごを手にする来店者（右）

JAのこども共済

お
か
も
と
か
ず
ま
さ

つ
か
だ

　
入
組
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
か
ら
津
山
東
支

店
で
出
納
担
当
と
し
て
、
主
に

お
金
の
出
し
入
れ
の
記
録
・
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
来

店
者
の
方
と
接
す
る
機
会
は

減
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
に

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
丁
寧
に
元
気
よ
く

笑
顔
で
の
接
客
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ま
だ
先
輩
方
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
の
で
一
生
懸
命
勉

強
し
、
こ
れ
か
ら
も
お
役
に
立

て
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

　
東
京
で
競
売
に
か
か
る
の
は
加
温
の「
マ
ス
カ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
」と「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト（
晴
王
®

）」の
上
位
等
級
品
だ
け
で
、
そ

れ
も
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
ま
で
で
す
。
入
荷
す
る
果

実
の
重
量
・
金
額
と
も
90
％
以
上
は
予
約（
相

対
）取
引
で
、
大
規
模
化
し
た
小
売
各
社
の
計

画
的
な
売
場
づ
く
り
に
、
市
場
側
が
対
応
し
て

き
た
結
果
で
す
。

　
荷
受
か
ら
は「
２
〜
３
週
間
先
の
売
場
に
順
次

商
品
が
ハ
マ
っ
て
い
く
の
で
、
計
画
的

な
入
荷
は
有
利
販
売
し
や
す
い
」と
さ

れ
、
仲
卸
か
ら
は「
２
週
間
前
に
は
出

荷
情
報
が
欲
し
い
」と
言
わ
れ
る
所
以

で
す
。
産
地
・
部
会
で
の
目
合
わ
せ

や
出
荷
会
議
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
東
京
と
い
え
ば
都
心
の
高
級
店（
写
真

①
）で
、
最
高
級
品
が
扱
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
で
す
が
、
一
方
で
3
5
0
0
万
人
超
の
胃
袋

を
抱
え
る
大
消
費
地
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
幅

広
い
規
格（
価
格
帯
）を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
懐

の
深
さ
も
感
じ
ま
す
。
超
高
級
品
と
並
ん
で
、

こ
の
家
庭
消
費（
写
真
②
）、
外
食
消
費（
写
真

③
）を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
中
長
期
的
な
安
定
販

売
・
有
利
販
売
の
要
と
な
り
ま
す
。

せ
り

超
高
級
品
と
並
ん
で
家
庭
・
外
食
消
費
を
つ
か
む
こ
と
が
鍵

　新型コロナウイルス感染症対策として、山手・玉島北・
鴨方・井原の各直売所は買い物かご除菌ブースを設置
しました。天然成分の除菌剤を使うミスト方式で、４０個の
かごを約５分で除菌し、ふき取る手間もなくそのまま使うこ
とができます。
　直売所では「食の安全だけでなく、衛生面でも安心して
買い物に来てほしい」と話します。

買い物かご４０個を5分で除菌
直売所で安心な買い物を

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。岡山県

東京都大田市場駐在 金澤　淳
かなざわ あつし

フレッシ
ュ通信

津山統括本部
津山東支店
信用共済課
ふくやま りお

福山 梨央

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

①高級果実が揃う専門店②スー
パーでの販売風景③カフェで提
供される、アレキを使ったパフェ

①

②③

 !"# $%&’()*+, -./0

 !"#$%&’()*+,-./01 !"#2#3/45)6789:;5<=>?

 !"#$"%&’()*+,-./01234567"89"6:;<=

 !"#$%&’()*  !+,"!* #"+

-./01234156789:;<=

そのほか、おじいちゃんやおばあちゃんもお孫さんのために加入もできます。
詳しくは、お近くの支店の渉外担当者までお問い合わせください。

幼児教育・保育の無償化は

「貯め時」のタイミング！！
2019年（令和元年）１０月より幼稚園・認可保育所・
認定こども園を対象に、満３歳になった後の４月１日か
ら小学校入学まで３年間が幼児教育・保育無償化とな
り、今までに比べ費用負担が軽減されています。この
機会にお子さまの将来の学費をかしこく貯めてみま
せんか？ 
ただし、幼稚園※の利用料については、月額2.57万円が上限となることも
あります。　※子ども・子育て支援新制度とならない幼稚園を指します。
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼「
花
オ
ク
ラ
」と
聞
い
て
観
賞
用
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
先
月
号
特
集
で
食
べ
ら

れ
る
と
知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。
近
所
の
方
か

ら
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
酢
の
物
で
食
べ

ま
し
た
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
で
ネ
バ
ネ
バ
と

し
て
い
て
珍
し
く
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

和
気
町
・
菊
井 

公
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
特
集
の「
マ
コ
モ
タ
ケ
」！
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
食
べ
た

こ
と
が
な
い
で
す
。
そ
し
て
、「
ジ
ャ
ン
ボ

ニ
ン
ニ
ク
」と「
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
」！！
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る
ん
で
す
ね
！

矢
掛
町
・
森
定 

直
美
さ
ん（
50
代
）

▼
初
め
て「
空
芯
菜
」を
育
て
て
、
食
べ
ま

し
た
。
青
菜
が
な
い
時
期
、
お
い
し
か
っ

た
で
す
よ
！

高
梁
市
・
小
林 

敏
子
さ
ん（
80
代
）

▼「
マ
コ
モ
タ
ケ
」は
私
も
好
き
で
、
里
庄

直
売
所
な
ど
で
購
入
し
ま
す
。
天
ぷ
ら

や
豚
バ
ラ
な
ど
で
炒
め
る
の
が
大
好
き
で

す
。
お
い
し
い
で
す
よ
ね
！
実
り
の
秋
、

収
穫
の
秋
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
兵
庫 

和
恵
さ
ん（
40
代
）

▼
ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
漬
け
が
お
い
し

い
で
す
。
元
気
が
で
ま
す
。

美
咲
町
・
森
岡 

幸
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ア
レ
キ
ワ
イ
ン
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
モ

モ
が
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
し
、
リ
ン
ド
ウ

の
花
が
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

真
庭
市
・
ま
つ
お
か 

め
ぐ
み
さ
ん（
11
歳
）

▼「
あ
ぜ
み
ち
川
柳
」に
ク
ス
ッ
と
し
た
り
、

「
あ
る
あ
る
！
」と
共
感
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

備
前
市
・
延
本 

紀
美
江
さ
ん（
70
代
）

▼
奈
義
町
の
緑
の
の
び
の
び
し
た
風
景
は

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

た
ら
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
廣
常 
惠
美
子
さ
ん（
60
代
）

▼
実
家
の
あ
る
勝
央
町
は
黒
豆
の
産
地
！

「
黒
豆
き
な
っ
こ
ア
イ
ス
」に
は
、
も
し
か

し
て
そ
こ
の
黒
豆
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か

な
あ
…
食
べ
て
み
た
い
で
す
！

真
庭
市
・
入
澤 

あ
ゆ
み
さ
ん（
50
代
）

▼「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
検
定
」で
、
6
回

目
に
し
て
よ
う
や
く
90
点
以
上
が
と
れ
、

達
人
認
定
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勉

強
の
た
め
、
県
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
一
番
行
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
奈
義
町
で
す
。
コ
ロ
ナ
が

終
息
し
た
ら
行
き
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
山
本 

十
二
八
さ
ん（
70
代
）

▼「
晴
れ
ば
れ
」は
カ
ラ
ー
で
字
も
大
き
く

読
み
や
す
い
で
す
！
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！倉敷

市
・
森
岩 

美
紀
さ
ん（
30
代
）

▼
先
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」の「
オ
ニ
フ

ス
ベ
」、
我
が
家
に
も
毎
年
で
き
て
い
ま
す
。

白
く
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
み
た
い
で
す
。

津
山
市
・
河
内 

和
男
さ
ん（
70
代
）

▼
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
を

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い

料
理
を
こ
れ
か
ら
も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

新
見
市
・
湯
浅 

真
由
美
さ
ん（
50
代
）

▼
畑
で
野
菜
が
育
っ
て
い
く
の
は
見
て
い

て
楽
し
い
で
す
。
珍
し
い
野
菜
を
売
っ
て

い
る
と
、
つ
い
つ
い
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
を
考
え
な
が
ら
マ
ス
を
埋
め
て
い

く
の
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

新
庄
村
・
佐
藤 

光
代
さ
ん（
70
代
）

▼
家
庭
菜
園
で
少
し
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
種
か
ら
で
は
な
く
、
ま
だ
苗
を
買
っ

て
植
え
つ
け
る
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も

な
か
な
か
…
。
先
月
号
の
家
庭
菜
園
を

参
考
に
し
て
、
ハ
ク
サ
イ
も
植
え
て
み
ま

す
ね
！鏡

野
町
・
中
尾 

弘
美
さ
ん（
60
代
）

▼
岡
山
県
民
で
す
が
、ま
だ
奈
義
町
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」

の
那
岐
山
連
峰
を
望
む
す
ば
ら
し
い
写
真

に
見
惚
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
・
福
森 

よ
ね
さ
ん（
80
代
）

▼
長
雨
の
せ
い
で
直
売
所
に
並
ぶ
野
菜
の

量
が
減
っ
て
さ
み
し
い
で
す
。
買
い
た
い

も
の
が
買
え
ず
困
り
ま
す
が
、
何
よ
り

農
家
の
方
々
の
ご
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

ま
た
お
い
し
い
野
菜
が
並
ぶ
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。倉敷

市
・
岡
本 

有
美
さ
ん（
40
代
）

二重マスの文字をＡ～Fの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

野山の散策を楽しむレジャー
鶏肉の部位の一つ。羽の一部です
イノシシを家畜化したもの
沖縄にいる飛べない鳥、ヤンバル̶̶
南米にある南北に細長い国
定規に刻まれているもの
アイボリーとも呼ばれる淡い黄白色
スマートフォンにはさまざまなデータ
が̶ さ̶れていきます
軽くて硬い金属。元素記号はTi
ギョーザや中華まんの中身をこう呼ぶことも
漢字から作られました

1
2
3
4
6
9
11
13

15
17
19

押し入れの上に作られた物入れ
青物̶̶へ野菜を卸しに行った
祝い事に付きものの魚
とても小さな滴が降ってきます
知識やひらめきを駆使して解きます
感謝の̶̶を込めて花束を贈った
つらいことが続くとこぼしたくなることも
船の積み荷を地上に移すこと
能ある̶̶は爪を隠す
サツマイモには食物̶が豊富に
含まれます
陰暦10月の異称

2
5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がござ
いますがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年10月8日（金）消印有効

今
年
初
め
て
バ
ケ
ツ
で
米
を
育
て
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
！
籾
播
き
か
ら
芽
出
し
、
植
え
付
け
な
ど
順
調
に
育
っ
て

い
ま
し
た
が
、
梅
雨
明
け
頃
か
ら
何
枚
か
葉
の
色
が
変
わ
り
始

め
ま
し
た
。
状
況
を
営
農
担
当
職
員
に
話
す
と
、
日
中
に
水

温
が
上
が
り
過
ぎ
、
狭
い
バ
ケ
ツ
の
中
で
稲
は
釜
ゆ
で
状
態

に
?!
高
温
障
害
だ
ろ
う
と
、
す
ぐ
に
対
処
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
元
気
に
生
育
中
で
収
穫
が

楽
し
み
で
す
。
み
な
さ
ん
も
気

に
な
る
症
状
な
ど
が
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
！（
荒
木
）

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

岡
山
市
　石
井 

信
子
さ
ん

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に
「ピオーネ」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「マスカツト」
応募総数
659件

く
う
し
ん
さ
い

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

Eメール・FAX
での応募もOK!!

お買い上げいただいた対象のサンドイッチにつ
いている応募シールを３枚集めて専用応募用
紙に貼り、ご住所・お名前・電話番号をご記
入の上、お買い上げいただいた岡山木村屋の
専売店・直営店へご持参ください。

厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。
フルーツサンドは、県内の岡山木村屋各店のほか、「つるや」、一部JA直
売所でお買い求めいただけます。

●応募方法

●当選発表
2021年 10月17日（日）（店頭受付分まで）

●応募締切

ブドウのフルーツサンド販売中！！

実施
期間 2021.9.2-10.17

このフルーツサンドには
JA晴れの国岡山管内産の
ぶどうが使用されています。

1 32
3度食べて
応募してね！

サンド

賞 品

応募締切

当選発表

応募方法シャインマスカット（晴王®）１房化粧箱入り••••••••••30名様シャインマスカット（晴王®）１房化粧箱入り••••••••••30名様

）でま分付受頭店（）日（日71月０１ ）でま分付受頭店（）日（日71月０１

厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。
厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。

お買い上げいただいた対象のサンドイッチについてい
る応募シールを3枚集めて専用応募用紙に貼り、ご住
所・お名前・電話番号をご記入のうえお買い上げいただ
いた岡山木村屋の専売店・直営店へご持参ください。

お買い上げいただいた対象のサンドイッチについてい
る応募シールを3枚集めて専用応募用紙に貼り、ご住
所・お名前・電話番号をご記入のうえお買い上げいただ
いた岡山木村屋の専売店・直営店へご持参ください。

この
シールが
目印！

※お客様からお預かりした個人情報は、賞品の発送のために利用するほか、個人を特定しない統計的情報として利用させていただきます。また、お客様の同意なしに個人情報
）すまき除は合場たれらめ求を示開りよに令法、しだた（。んせまいざごはとこるす供提・示開に者３第の外以先託委務業を

※勝手ながら応募シールのついていない商品は、このキャンペーンの対象外とさせていただきます。
※シール剥がれや必要事項が未記入といった、内容に不備がある場合のご応募は抽選の対象外とさせていただきます。
※期間中は、お一人様何回でもご応募できます。

詳しくはホームページをご覧ください。

https://www.ja-hareoka.or.jp/

キャンペーン

©ソラとサン

1房化粧箱入り
シャインマスカット（晴王）

が30人に当たる！！ ※写真はイメージです。

倉
敷
市
　小
郷 

友
子
さ
ん

新
見
市
　串
馬 

敬
子
さ
ん

NEW

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!

この
シールが
目印！

選果場からお届け!
新
鮮
な
ブ
ド
ウ
を
特
別
販
売

　
管
内
の
各
地
の
直
売
所
や
ス
ー

パ
ー
で
ブ
ド
ウ
の
直
行
便
を
始
め

ま
し
た
。「
ピ
オ
ー
ネ
」や「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
を
ご
家
庭
向

け
の
お
手
頃
な
価
格
で
お
届
け
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
店
営
農
部

（
０
８
６
ー
４
７
６
ー
１
８
３
７
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼「
花
オ
ク
ラ
」と
聞
い
て
観
賞
用
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
先
月
号
特
集
で
食
べ
ら

れ
る
と
知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。
近
所
の
方
か

ら
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
酢
の
物
で
食
べ

ま
し
た
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
で
ネ
バ
ネ
バ
と

し
て
い
て
珍
し
く
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

和
気
町
・
菊
井 

公
子
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
特
集
の「
マ
コ
モ
タ
ケ
」！
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
食
べ
た

こ
と
が
な
い
で
す
。
そ
し
て
、「
ジ
ャ
ン
ボ

ニ
ン
ニ
ク
」と「
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー
マ
ン
」！！
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る
ん
で
す
ね
！

矢
掛
町
・
森
定 

直
美
さ
ん（
50
代
）

▼
初
め
て「
空
芯
菜
」を
育
て
て
、
食
べ
ま

し
た
。
青
菜
が
な
い
時
期
、
お
い
し
か
っ

た
で
す
よ
！

高
梁
市
・
小
林 

敏
子
さ
ん（
80
代
）

▼「
マ
コ
モ
タ
ケ
」は
私
も
好
き
で
、
里
庄

直
売
所
な
ど
で
購
入
し
ま
す
。
天
ぷ
ら

や
豚
バ
ラ
な
ど
で
炒
め
る
の
が
大
好
き
で

す
。
お
い
し
い
で
す
よ
ね
！
実
り
の
秋
、

収
穫
の
秋
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
兵
庫 

和
恵
さ
ん（
40
代
）

▼
ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
漬
け
が
お
い
し

い
で
す
。
元
気
が
で
ま
す
。

美
咲
町
・
森
岡 

幸
子
さ
ん（
70
代
）

▼
ア
レ
キ
ワ
イ
ン
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
モ

モ
が
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
し
、
リ
ン
ド
ウ

の
花
が
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

真
庭
市
・
ま
つ
お
か 

め
ぐ
み
さ
ん（
11
歳
）

▼「
あ
ぜ
み
ち
川
柳
」に
ク
ス
ッ
と
し
た
り
、

「
あ
る
あ
る
！
」と
共
感
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

備
前
市
・
延
本 

紀
美
江
さ
ん（
70
代
）

▼
奈
義
町
の
緑
の
の
び
の
び
し
た
風
景
は

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

た
ら
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
廣
常 

惠
美
子
さ
ん（
60
代
）

▼
実
家
の
あ
る
勝
央
町
は
黒
豆
の
産
地
！

「
黒
豆
き
な
っ
こ
ア
イ
ス
」に
は
、
も
し
か

し
て
そ
こ
の
黒
豆
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か

な
あ
…
食
べ
て
み
た
い
で
す
！

真
庭
市
・
入
澤 

あ
ゆ
み
さ
ん（
50
代
）

▼「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
検
定
」で
、
6
回

目
に
し
て
よ
う
や
く
90
点
以
上
が
と
れ
、

達
人
認
定
証
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勉

強
の
た
め
、
県
内
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
一
番
行
き
た
い

と
思
っ
た
の
が
奈
義
町
で
す
。
コ
ロ
ナ
が

終
息
し
た
ら
行
き
た
い
で
す
。

倉
敷
市
・
山
本 

十
二
八
さ
ん（
70
代
）

▼「
晴
れ
ば
れ
」は
カ
ラ
ー
で
字
も
大
き
く

読
み
や
す
い
で
す
！
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！倉敷

市
・
森
岩 

美
紀
さ
ん（
30
代
）

▼
先
月
号「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」の「
オ
ニ
フ

ス
ベ
」、
我
が
家
に
も
毎
年
で
き
て
い
ま
す
。

白
く
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
み
た
い
で
す
。

津
山
市
・
河
内 

和
男
さ
ん（
70
代
）

▼
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
を

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い

料
理
を
こ
れ
か
ら
も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

新
見
市
・
湯
浅 

真
由
美
さ
ん（
50
代
）

▼
畑
で
野
菜
が
育
っ
て
い
く
の
は
見
て
い

て
楽
し
い
で
す
。
珍
し
い
野
菜
を
売
っ
て

い
る
と
、
つ
い
つ
い
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
を
考
え
な
が
ら
マ
ス
を
埋
め
て
い

く
の
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

新
庄
村
・
佐
藤 

光
代
さ
ん（
70
代
）

▼
家
庭
菜
園
で
少
し
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
種
か
ら
で
は
な
く
、
ま
だ
苗
を
買
っ

て
植
え
つ
け
る
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も

な
か
な
か
…
。
先
月
号
の
家
庭
菜
園
を

参
考
に
し
て
、
ハ
ク
サ
イ
も
植
え
て
み
ま

す
ね
！鏡

野
町
・
中
尾 

弘
美
さ
ん（
60
代
）

▼
岡
山
県
民
で
す
が
、ま
だ
奈
義
町
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」

の
那
岐
山
連
峰
を
望
む
す
ば
ら
し
い
写
真

に
見
惚
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
・
福
森 

よ
ね
さ
ん（
80
代
）

▼
長
雨
の
せ
い
で
直
売
所
に
並
ぶ
野
菜
の

量
が
減
っ
て
さ
み
し
い
で
す
。
買
い
た
い

も
の
が
買
え
ず
困
り
ま
す
が
、
何
よ
り

農
家
の
方
々
の
ご
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

ま
た
お
い
し
い
野
菜
が
並
ぶ
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。倉敷

市
・
岡
本 

有
美
さ
ん（
40
代
）

二重マスの文字をＡ～Fの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

野山の散策を楽しむレジャー
鶏肉の部位の一つ。羽の一部です
イノシシを家畜化したもの
沖縄にいる飛べない鳥、ヤンバル̶̶
南米にある南北に細長い国
定規に刻まれているもの
アイボリーとも呼ばれる淡い黄白色
スマートフォンにはさまざまなデータ
が̶ さ̶れていきます
軽くて硬い金属。元素記号はTi
ギョーザや中華まんの中身をこう呼ぶことも
漢字から作られました

1
2
3
4
6
9
11
13

15
17
19

押し入れの上に作られた物入れ
青物̶̶へ野菜を卸しに行った
祝い事に付きものの魚
とても小さな滴が降ってきます
知識やひらめきを駆使して解きます
感謝の̶̶を込めて花束を贈った
つらいことが続くとこぼしたくなることも
船の積み荷を地上に移すこと
能ある̶̶は爪を隠す
サツマイモには食物̶が豊富に
含まれます
陰暦10月の異称

2
5
7
8
10
12
14
16
18
20

21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がござ
いますがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年10月8日（金）消印有効

今
年
初
め
て
バ
ケ
ツ
で
米
を
育
て
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
！
籾
播
き
か
ら
芽
出
し
、
植
え
付
け
な
ど
順
調
に
育
っ
て

い
ま
し
た
が
、
梅
雨
明
け
頃
か
ら
何
枚
か
葉
の
色
が
変
わ
り
始

め
ま
し
た
。
状
況
を
営
農
担
当
職
員
に
話
す
と
、
日
中
に
水

温
が
上
が
り
過
ぎ
、
狭
い
バ
ケ
ツ
の
中
で
稲
は
釜
ゆ
で
状
態

に
?!
高
温
障
害
だ
ろ
う
と
、
す
ぐ
に
対
処
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
元
気
に
生
育
中
で
収
穫
が

楽
し
み
で
す
。
み
な
さ
ん
も
気

に
な
る
症
状
な
ど
が
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
！（
荒
木
）

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

岡
山
市
　石
井 

信
子
さ
ん

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に
「ピオーネ」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「マスカツト」
応募総数
659件

く
う
し
ん
さ
い

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

Eメール・FAX
での応募もOK!!

お買い上げいただいた対象のサンドイッチにつ
いている応募シールを３枚集めて専用応募用
紙に貼り、ご住所・お名前・電話番号をご記
入の上、お買い上げいただいた岡山木村屋の
専売店・直営店へご持参ください。

厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。
フルーツサンドは、県内の岡山木村屋各店のほか、「つるや」、一部JA直
売所でお買い求めいただけます。

●応募方法

●当選発表
2021年 10月17日（日）（店頭受付分まで）

●応募締切

ブドウのフルーツサンド販売中！！

実施
期間 2021.9.2-10.17

このフルーツサンドには
JA晴れの国岡山管内産の
ぶどうが使用されています。

1 32
3度食べて
応募してね！

サンド

賞 品

応募締切

当選発表

応募方法シャインマスカット（晴王®）１房化粧箱入り••••••••••30名様シャインマスカット（晴王®）１房化粧箱入り••••••••••30名様

）でま分付受頭店（）日（日71月０１ ）でま分付受頭店（）日（日71月０１

厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。
厳正なる抽選の上、賞品の発送をもって発表にかえさせて
いただきます。

お買い上げいただいた対象のサンドイッチについてい
る応募シールを3枚集めて専用応募用紙に貼り、ご住
所・お名前・電話番号をご記入のうえお買い上げいただ
いた岡山木村屋の専売店・直営店へご持参ください。

お買い上げいただいた対象のサンドイッチについてい
る応募シールを3枚集めて専用応募用紙に貼り、ご住
所・お名前・電話番号をご記入のうえお買い上げいただ
いた岡山木村屋の専売店・直営店へご持参ください。

この
シールが
目印！

※お客様からお預かりした個人情報は、賞品の発送のために利用するほか、個人を特定しない統計的情報として利用させていただきます。また、お客様の同意なしに個人情報
）すまき除は合場たれらめ求を示開りよに令法、しだた（。んせまいざごはとこるす供提・示開に者３第の外以先託委務業を

※勝手ながら応募シールのついていない商品は、このキャンペーンの対象外とさせていただきます。
※シール剥がれや必要事項が未記入といった、内容に不備がある場合のご応募は抽選の対象外とさせていただきます。
※期間中は、お一人様何回でもご応募できます。

詳しくはホームページをご覧ください。

https://www.ja-hareoka.or.jp/

キャンペーン

©ソラとサン

1房化粧箱入り
シャインマスカット（晴王）

が30人に当たる！！ ※写真はイメージです。

倉
敷
市
　小
郷 

友
子
さ
ん

新
見
市
　串
馬 

敬
子
さ
ん

NEW

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!

この
シールが
目印！

選果場からお届け!
新
鮮
な
ブ
ド
ウ
を
特
別
販
売

　
管
内
の
各
地
の
直
売
所
や
ス
ー

パ
ー
で
ブ
ド
ウ
の
直
行
便
を
始
め

ま
し
た
。「
ピ
オ
ー
ネ
」や「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
を
ご
家
庭
向

け
の
お
手
頃
な
価
格
で
お
届
け
し

ま
す
。
詳
し
く
は
本
店
営
農
部

（
０
８
６
ー
４
７
６
ー
１
８
３
７
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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1. トマトのヘタを取り、くし形切りにする。
2. 卵をボウルに割り入れてほぐし、ゆでた枝豆、辛子明太子、
水（分量外）で溶いた片栗粉を入れて混ぜる。

3. フライパンにバターを熱し、トマトの両面に軽く火を通す。ト
マトは仕上げに使うので、一旦フライパンから取り出しておく。

4. フライパンに卵液を流し入れ、大きくかきまぜながら中火で
焼く。

5. 卵が半熟になったら、フタを開けてトマトを並べてのせ、皿
にうつす。

6. 仕上げに黒コショウをふり、イタリアンパセリをのせたら、
完成！！

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

晴
れ
び
と
！

家
族
で
移
住
し
て
ト
マ
ト
栽
培

ス
マ
ー
ト
農
業
も
導
入
で
10
㌃
あ
た
り
11
㌧
を

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2021年9月20日発行（毎月20日発行）

Vol.18　2021年　10月号 
ホームページ
随時更新中！！

2021

vo l .18
10

トマオムめんたい
[ 材 料／２人分 ]

[つくりかた ]

■鬼退治桃太郎トマト… 1個
■卵…………………… 2個
■辛子明太子………… 50g
■ゆでた枝豆…………適量

■片栗粉……………小さじ1
■バター……………… 20g
■黒コショウ……………適量
■イタリアンパセリ……適量

1. トマトのヘタを取り、粗めに切る。
2. 鍋に、①と米みそ・おろしニンニクを加え、ひと
煮立ちさせる。

3. お好みの野菜や、ゆでた豚肉にかけたら、完成！！
※豆腐などどんな料理にでも合う万能だれです！

トマトみそだれ
[ 材 料／２人分 ]

[つくりかた ]

■鬼退治桃太郎トマト………………… 2個
■米みそ……………………………大さじ2
■おろしニンニク……………………小さじ1
具材（お好みで）
□豚肉の薄切り………………… 240gほど
□鬼退治桃太郎トマト………………… 1個
□レタス……………………………２～３枚
□キュウリ……………………………… 1本 

特 

集

　田
ん
ぼ
が
紡
ぐ 

私
た
ち
の「
い
の
ち
」

びほくトマト部会女性部  嶋池 千栄子さん（左）・白石 舞依さん
しまいけ ちえこ しらいし まい

びほく天空の実り®

鬼退治桃太郎トマトで！
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